
本市の人口と世帯数（２８年７月３１日現在）
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９月は防災月間です・・・・・・・・・Ｐ４

つどいの広場をご利用ください・・・・Ｐ８

レインボーバスの運行ダイヤを改正・・Ｐ３２

「広報とんだばやし」が800号を迎えました。　　　　　　　　　　　　※関連記事２～３ページ

保健医療のページ・・Ｐ１８

子育てのページ・・・Ｐ１９～２１

今月の相談・・・・・Ｐ２２

くらしのページ・・・Ｐ２２～２５

ゆとりのページ・・・Ｐ２６～３１

人口　１１万４２６０人（男性５万４２１７人、女性６万４３人）　世帯数　５万４０６世帯

９９
NoNo..808000

平平成成２２８８年年
２０１２０１６６

富田林小学校の児童らによ富田林小学校の児童らによるる880000のの人文字人文字
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　昭和２５年７月１５日、広報誌第１号「富田林市弘報」が発行されました。

　スタイルはＢ４判片面刷りの手書き文字で、もちろん白黒印刷です。記事には、地区別の大

掃除日程や市営家畜市場のことなどが書かれており、時代を感じさせる内容となっています。

　その後、両面刷りとなり、情報量の増加に伴いページ数が増え、写真やイラストも載るよう

になりました。大きさもＢ４判からＢ５判、タブロイド判（新聞の半分）と変わり、平成元年

６月号（第４７３号）から現在の菊４判（Ａ４の変形）となっています。また、平成６年４月号

（第５３１号）から表紙が毎号カラーになりました。

　表紙のデザインも何度か変わり、８００号の節目である今月号からは富田林の町並みをイメー

ジしたイラストを採用したデザインに変更しました。また、皆さんが読みたい記事をすぐに見

つけていただけるように、１８ページ以降の「保健医療のページ」「子育てのページ」「くらしの

ページ」「今月の相談」「ゆとりのページ」の各ページにインデックスを設けました。

　なお、過去の広報誌は、市役所１階情報コーナー、中央・金剛図書館でご覧いただける他、

市ウェブサイトでは、平成２０年１月号から現在までの広報誌をご覧いただけます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　情報公開課（内線３２６）
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おかげさまで800号を迎えました

～市民の皆さんと歩み続けて66年～

第１号（昭和２５年７月）

第７００号（平成２０年５月） 第５００号（平成３年９月） 第３００号（昭和５０年４月） 第１００号（昭和３４年７月）

こんな記事が掲載されていました

第２００号（昭和４３年６月）第４００号（昭和５８年５月）第６００号（平成１２年１月）

この年、本市は市制施行５０周年を迎
えました。

レインボーホール（市民会館）では、
平成１６年まで結婚式を挙げること
ができました。

写真は現在の甲田一丁目付近の踏
切です。
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●声の広報

　毎月の広報とんだばやしの主な内容を、往復９０分のカ

セットテープやデイジー用録音ＣＤに吹き込んだ「声の広

報」を発行しています。

●点字広報

　毎月の広報とんだばやしを点訳した「点字広報」を発行

し、希望者に郵送しています。また、市役所１階総合案内

窓口にも備え付けていますので、ご利用ください。

　目の不自由な人など、文字の読めない人がご近所、知人

におられましたら、声の広報や点字広報の制度を知らせて

あげてください。

●市ウェブサイト

　広報とんだばやしの発行は月に１回ですが、情報は次々

と新しいものに更新されてい

きます。

　そこで、市ウェブサイトで

は、市民の皆さんの暮らしに役

立つ情報をいち早く発信して

います。

・市ウェブサイト

〔http://www.city.tondabayashi.osaka.jp/〕

●とんだばやしメール

　携帯電話やスマートフォン、パソコンのメールアドレス

をご自身で登録していただくことにより、１８の配信メ

ニューの中からご希望の情報を受け取るこ

とができます。携帯電話やスマートフォン

で右図のＱＲコードを読み取り、空メール

を送信していただくことで登録することが

できます。

　詳しくは市ウェブサイト「携帯電話情報サービス」をご

覧ください。なお、登録は無料ですが、メール受信にかか

る通信料は利用者負担となります。

●Facebook（フェイスブック）ページ

　本市の魅力や子育て情報を広く発

信するため、２つのFacebookページ

を運用しています。

・富田林市役所総合Facebookページ

〔https://www.facebook.com/city.tondabayashi〕

・富田林市子育て福祉部（子育て支援情報）Facebookページ

〔https://www.facebook.com/child.tondabayashi〕

※市ウェブサイトトップページの「富田林市Facebook」（右

上図）のバナーからアクセスすることもできます。

こ
れ
か
ら
も
、

「
広
報
と
ん
だ
ば
や
し
」
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　広報とんだばやしは、町会（自治会）などを通じてご家庭に配布

する他、市の公共施設や市内スーパー〔エコール・ロゼ（イオン金

剛東店）、万代梅の里店、ライフ滝谷店、スカイマート藤沢台店〕、

市内郵便局（富田林郵便局、喜志郵便局、若松郵便局、大伴郵便局、

西口郵便局、板持郵便局、錦織郵便局、久野喜台郵便局）に備え付

けています。

さまざまな広報のカタチ

広報とんだばやしの入手方法

「広報とんだばやし」800号の発行に寄せて　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富田林市長　多田　利喜

　本市で最初の広報が発行されたのが昭和２５年７月、以来６６年間にわたり「広報とんだばやし」

は、本市の歩みとともにその歴史を刻み、このたび８００号の節目を迎えることができました。

　この間、昭和から平成へと時代が移り、私たちの暮らしも大きく様変わりしましたが、「広報と

んだばやし」は常に市民の皆さんと市政をつなぐ架け橋として、その時々の市民生活に直結する

情報を正確に分かりやすく伝えてまいりました。

　これからも、読みやすく魅力にあふれた、そして皆さんにより親しまれる「広報とんだばやし」を発行してまいりま

すので、一層のご愛読をお願い申し上げます。

　本市では、広報とんだばやしの他、さまざまな媒体を活用して市の情報を発信

していますので、ぜひご活用ください。
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国
の
地
方
創
生
総
合
戦
略
で

は
、
人
口
減
少
・
少
子
化
対
策

の
一
環
と
し
て
、
結
婚
か
ら
妊

娠
、
出
産
、
子
育
て
ま
で
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
の
強
化
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
結
婚
を
真
剣
に

考
え
る
若
者
世
代
に
出
会
い
の

場
を
提
供
し
、
結
婚
へ
の
き
っ

か
け
と
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
将
来
結
婚
さ
れ
た
際
に

は
、
優
良
な
居
住
環
境
の
下
で

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
本

市
へ
の
定
住
を
働
き
掛
け
る
た

め
、
本
市
主
催
の
婚
活
パ
ー

テ
ィ
ー
を
　
年
度
中
に
５
回
開

２８

催
し
ま
す
。
こ
の
た
び
、
第
１

回
目
の
パ
ー
テ
ィ
ー
「
サ
バ
ー

フ
ァ
ー
ム
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
婚
活

♪
～
ア
ウ
ト
ド
ア
Ｂ
Ｂ
Ｑ
＆
農

業
公
園
散
策
～
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
　
　
月
　
日

、
午
前
　

１０

２３

１０

時
　
分
～
受
け
付
け
　
※
午
前

４０
　
時
　
分
、
近
鉄
長
野
線
富
田

１０

１０

林
駅
発
サ
バ
ー
フ
ァ
ー
ム
行
き

バ
ス
に
お
乗
り
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
　
農
業
公
園
サ
バ
ー

フ
ァ
ー
ム

対
象
者
　
結
婚
を
真
剣
に
考
え

る
　
歳
か
ら
お
お
む
ね
　
歳
ま

２０

４０

で
の
人
　

定
員
　
男
女
各
　
人
程
度
（
申

２０

し
込
み
先
着
順
）

参
加
費
　
男
性
４
５
０
０
円
、

女
性
２
５
０
０
円

申
し
込
み
　
９
月
　
日

、
午

１２

前
　
時
～
、
㈱
エ
ク
シ
オ
ジ
ャ

１１
パ
ン
（
受
託
事
業
者
）〔

０
５

０
（
５
５
３
１
）
９
４
５
１
〕
へ

※
必
ず
参
加
者
本
人
が
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
㈱
エ
ク
シ
オ
ジ
ャ
パ
ン
申
し

込
み
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

t

tp
://w

w
w
.e
x
e
o
-ja
p
a
n
.c
o
.

jp
/e
x
_
s
p
e
c
ia
l/1
6
1
0
2
3
_
to

n
d
a
b
a
y
a
sh
i/

〕
か
ら
も
申
し

込
み
で
き
ま
す
。

※
電
話
で
申
し
込
む
場
合
は
、

ま
ず
「
富
田
林
市
の
婚
活
パ
ー

テ
ィ
ー
」
の
申
し
込
み
で
あ
る

旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
㈱
エ
ク

シ
オ
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
:/
/
s
s
l.e
x
e
o
-ja
p
a
n
.c

o
.jp
/

〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
事
業
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
都
市
魅
力
創
生
課
（
内
線

４
２
０
）
へ
。
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婚
活
パ
ー
テ
ィ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
を

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

サ
バ
ー
フ
ァ
ー
ム
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
婚
活
♪

　
　
　
～
ア
ウ
ト
ド
ア
 Ｂ
Ｂ
Ｑ
 ＆
農
業
公
園
散
策
～

バ

ー

ベ

キ

ュ

ー

※
同
防
災
ネ
ッ
ト
の
防
災
情
報

メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
に
登
録
す
る

と
、
本
市
に
特
別
警
報
、
気
象

警
報
・
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た

と
き
、
携
帯
電
話
に
メ
ー
ル
配

信
さ
れ
ま
す
。
登
録
は
、
こ
の

ア
ド
レ
ス
〔to

u
ro
k
u
@
o
sa
k
a

-b
o
u
sa
i.n
e
t

〕
に
空
メ
ー
ル
を

送
信
す
る
と
返
信
さ
れ
て
く
る

メ
ー
ル
か
ら
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
登
録
は
無
料
で
す

が
、
メ
ー
ル
受
信
に
か
か
る
通

信
料
は
利
用
者
負
担
と
な
り
ま

す
。

《
パ
ソ
コ
ン
》

■
本
市
の
特
別
警
報
、
気
象
警

報
・
注
意
報

◎
気
象
庁
ホ
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ム
ペ
ー
ジ
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テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
で

も
、
市
町
村
ご
と
の
特
別
警

報
、
気
象
警
報
・
注
意
報
の
発

表
状
況
を
確
認
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な

ど
で
放
送
さ
れ
る
と
き
は
、
画

面
表
示
の
文
字
数
や
読
み
上
げ

可
能
な
文
章
の
範
囲
内
で
伝
え

る
た
め
、「
大
阪
府
」
や
「
南
河

内
」
と
放
送
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
３
）　

※
気
象
情
報
に
関
す
る
こ
と
は

大
阪
管
区
気
象
台
予
報
課
〔


０
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へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
雨
な
ど
の
気
象
警
報
を
  

市
町
村
ご
と
に
発
表

　
気
象
庁
で
は
、
警
戒
の
必
要

な
地
域
を
よ
り
分
か
り
や
す
く

す
る
た
め
、
市
町
村
ご
と
に
特

別
警
報
、
気
象
警
報
・
注
意
報

を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
大
雨
警
報
を
発
表

す
る
際
、「
大
雨
警
報
（
土
砂
災

害
）」「
大
雨
警
報
（
浸
水
害
）」

の
よ
う
に
、
特
に
警
戒
が
必
要

な
災
害
名
を
併
せ
て
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

本
市
で
災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ

る
と
き
、「
富
田
林
市
」
と
明
示

し
て
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
に
関
す
る
気
象
情
報
な

ど
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
で
き
ま
す
。
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携
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■
本
市
の
特
別
警
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、
気
象
警

報
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注
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■
府
の
特
別
警
報
、
気
象
警

報
・
注
意
報
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大
正
　
年
に
起
こ
っ
た
関
東

１２

大
震
災
の
惨
事
を
教
訓
に
、
毎

年
９
月
は
「
防
災
月
間
」
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
震
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
自

然
災
害
は
、
人
の
力
で
事
前
に

食
い
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
　
し
か
し
、
日
頃
か
ら
災
害
に

対
す
る
備
え
を
怠
ら
ず
、
対
応

で
き
る
用
意
を
し
て
お
く
こ
と

で
、
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

家
庭
や
地
域
で
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

９月は防災月間です 

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららら気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報ににににににににににににににににににににに日頃から気象情報にはははははははははははははははははははははは

十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意しししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ十分注意しましょうううううううううううううううううううううう
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毎
年
９
月
９
日
は
「
救
急
の

日
」
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
日
を
含
む
１
週

間
は
、「
救
急
医
療
週
間
」（
今
年

は
９
月
４
日

～
　
日

）
と

１０

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
期
間
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
救
急
業
務
や
救
急
医
療
を

正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
例
年
、
救
急
に
関
す
る
行

事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
消
防
本
部
の
昨
年
の
救
急

出
動
件
数
は
７
２
９
４
件
で
、

搬
送
人
員
６
４
７
９
人
の
う
ち

３
８
０
９
人
が
軽
症
で
し
た
。

　
救
急
搬
送
や
救
急
医
療
は
、

重
症
患
者
に
対
応
す
る
こ
と
が

本
来
の
機
能
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
を
守

る
救
急
体
制
を
維
持
す
る
た

め
、
ケ
ガ
や
病
気
な
ど
で
緊
急

の
場
合
は
、
迷
わ
ず
救
急
車
を

呼
ん
で
い
た
だ
き
、
そ
う
で
な

い
場
合
は
早
め
に
近
く
の
医
療

機
関
を
受
診
す
る
な
ど
、
救
急

車
の
適
正
利
用
に
引
き
続
き
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

救
急
フ
ェ
ア
を
開
催

　
救
急
医
療
週
間
に
合
わ
せ
、

救
急
車
の
展
示
や
救
急
隊
に
よ

る
救
急
活
動
の
実
演
や
応
急
手

当
の
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
缶
バ
ッ
ジ
の
作
成
や

ち
び
っ
こ
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
の
体

験
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
　
９
月
　
日

、
午
前
　

１０

１０

時
～
午
後
１
時

と
こ
ろ
　
エ
コ
ー
ル
・
ロ
ゼ
１

階
ア
ト
リ
ウ
ム
広
場
ほ
か

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
消

防
署
〔

　
０
１
１
９
〕

（２３）

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日

「
救
急
の
日
」」

９
月
４
日
～
　
日
は
「
救
急
医
療
週
間

「
救
急
医
療
週
間
」」

１０

市消防本部の電話番号

　なお、市消防本部では、次の業務を取り扱っていま

す。

　各業務に関してお問い合わせがある場合は下記の電

話番号へおかけください。

◇市消防本部の組織運営、消防団や消防出初式などに

関すること

市消防本部消防総務課　

〔(２３)１１２３〕

◇住宅用火災警報器の設

置や消火器の処分などに

関すること

市消防本部予防課　

〔(２３)１１２４〕

◇自主防災組織や救命講習などに関すること

市消防本部警備救急課　〔(２３)１１２５〕

◇「救急車を呼んだ方が良いか」「病院へ行った方が良

いか」迷ったとき

病院案内専用ダイヤル〔(23)9919〕

災害情報案内

　災害情報案内は、消防車がサイレンを鳴らして出動

した時に、「何のために、どこに」出動したのかをお知

らせするサービスです。

　市消防本部では、富田林市、太子町、河南町、千早

赤阪村で災害、火災、救助、警戒などが発生している

地区の案内を災害情報案内電話で聞くことができま

す。

　災害情報を知りたい場合は、下記の電話番号へおか

けください。

災害情報案内電話番号（自動案内）〔０１８０(９９)７２９９〕

問い合わせ　市消防本部消防総務課〔(２３)１１２３〕

市消防本部へのお問い合わせは下記の電話番号へ

火事・救急・救助の緊火事・救急・救助の緊急急

時は119番時は119番へへ

※119番は災害の発※119番は災害の発生生

地区の問い合わせには地区の問い合わせには利利

用しないでください用しないでください。。

市消防本部・消防署代表〔(２３)０１１９〕
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罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本

社
会
生
活
基
本
調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調

査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
ににににににににににににににににににににに
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力

査
に
ご
協
力
をををををををををををををををををををををを

　
総
務
省
統
計
局
で
は
、
国
民

の
生
活
時
間
の
使
い
方
や
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
状
況
を
調
べ
、
暮

ら
し
や
社
会
の
た
め
の
基
礎
資

料
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、　１０

月
　
日

を
調
査
期
日
と
し

２０
て
、
社
会
生
活
基
本
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　
９
月
上
旬
か
ら
　
月
中
旬
に

１０

か
け
て
、
調
査
員
が
調
査
を
お

願
い
す
る
世
帯
に
伺
い
ま
す
の

で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
回
答
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
（
内
線

３
３
１
）

地
内
の
樹
木
が
繁
茂
し
、
周
辺

に
迷
惑
が
掛
か
っ
た
り
し
な
い

よ
う
空
き
家
の
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
隣
地
に
適
正
な
管
理

が
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
が
あ

り
、
お
困
り
の
人
は
ま
ず
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
空
き
家
の
所
有

者
を
特
定
し
、
適
正
管
理
に
向

け
、
協
議
を
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
政
策
課

（
内
線
4
3
6
、
4
3
7
）

　
空
き
家
の
所
有
者
は
、
周
辺

の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
よ
う
、
適
正
な
管
理
に

努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
建
物
の
老
朽
化
が
進
み
、
周

辺
に
危
険
を
及
ぼ
し
た
り
、
敷

空
き
家
の
適
正
な
管

理
を
お
願
い
し
ま
す

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
交

付
す
る
休
日
窓
口
を
次
の
日
程

で
開
設
し
ま
す
。
申
請
者
本
人

が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
　
９
月
４
日

、　

月
２

１０

日

、
午
前
９
時
～
正
午
　

と
こ
ろ
　
市
役
所
地
下
会
議
室

（
日
曜
窓
口
コ
ー
ナ
ー
）

※
持
ち
物
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
窓
口
課

（
内
線
１
３
１
、
１
３
２
）

マママママママママママママママママママママイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンバババババババババババババババババババババマイナンバーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーカードドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド
日曜交付を実日曜交付を実施施
しましますす

ストーマ用装具保管事業を開
始します

　ストーマ用装具を使用する人が、地

震などの大規模災害時に自宅からス

トーマ用装具を持ち出せなくなった場

合に備えて、自己所有のストーマ用装

具（５～７日分）を市が保管する事業

を１０月から開始します。

対象者　本市に住民登録しており、身

体障がい者手帳の交付を受けている人

保管料　無料

保管期間　１年以内

※ストーマ用装具の保管を希望される

場合は、市役所での申請手続きが必要

となります。詳しくはお問い合わせく

ださい。

問い合わせ　障がい福祉課（内線１９４、

１９５）

　
障
が
い
者
の
自
立
や
社
会
参

加
に
と
っ
て
、
虐
待
を
防
止
す

る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
課
題

で
す
。

　
そ
の
た
め
、
国
で
は
障
が
い

者
虐
待
の
防
止
や
養
護
者
に
対

す
る
支
援
な
ど
に
関
す
る
施
策

を
推
進
す
る
た
め
、
障
が
い
者

虐
待
防
止
法
（
正
式
名
称
「
障

害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の

養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関

す
る
法
律
」）
を
制
定
し
、　

年
２４

　
月
1
日
か
ら
施
行
し
て
い
ま

１０す
。
　
虐
待
に
は
、
身
体
に
暴
行
を

加
え
た
り
、
拘
束
し
た
り
す
る

「
身
体
的
虐
待
」
だ
け
で
な
く
、

「
性
的
虐
待
」「
心
理
的
虐
待
」

「
放
棄
・
放
任
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）」

「
経
済
的
虐
待
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
　
こ
れ
ら
の
虐
待
は
、
施
設
だ

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
ででででででででででででででででででででで
障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障
ががががががががががががががががががががが
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐
待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止
法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法

～
今
年
　
月
で
障
が
い
者
虐
待
防
止
法
がががががががががががががががががががががが

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１０００００００００００００００００００００１０

施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
さささささささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
ててててててててててててててててててててて
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららら
４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
ががががががががががががががががががががが
経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経
過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

施
行
さ
れ
て
か
ら
４
年
が
経
過
し
ま
す
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

み
ん
な
で
防
ご
う
障
が
い
者
虐
待

け
で
な
く
家
庭
や
職
場
な
ど
で

も
起
こ
り
う
る
も
の
で
す
。

　
虐
待
を
も
っ
と
身
近
な
問
題

と
し
て
捉
え
、
社
会
全
体
で
、

そ
の
予
防
や
早
期
発
見
・
対
応

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
　
そ
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
か

ら
の
通
報
や
相
談
が
重
要
で

す
。
　
本
市
で
は
障
が
い
者
虐
待
に

関
す
る
通
報
や
相
談
を
次
の
窓

口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
通
報
者
や
相
談
者
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
虐
待
と
感
じ
た
ら
ま
ず
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
障
が
い
者
虐
待
に
関
す
る
通

報
・
相
談
窓
口

・
障
が
い
福
祉
課
（
市
障
が
い

者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
）〔（
内

線
４
３
４
、
４
３
５
）・

　
３
（２５）

１
２
３
〕

■
障
が
い
者
虐
待
に
関
す
る
相

談
窓
口

・
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ー
る

（
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
）〔

　
６
５
７
５
・


（２０）

　
３
１
１
３
〕 

（５５）
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本
市
で
は
、
９
月
１
日

か

ら
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
と

「
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給

者
向
け
給
付
金
」
の
受
け
付
け

を
開
始
し
ま
す
。

　
各
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る

た
め
に
は
、
申
請
が
必
要
で

す
。
該
当
者
は
市
ま
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。　

年
度
市
民
税

２８

が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
い
な

い
世
帯
に
案
内
用
チ
ラ
シ
と
申

請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
以
外
の
人
で
申
請
書
が
必

要
な
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

対
象
者

●
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

　
　
年
１
月
１
日
時
点
に
お
い

２８
て
本
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る

人
で
、　

年
度
市
民
税
が
非
課

２８

税
の
人
（
　
年
度
市
民
税
が
課

２８

税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
親
族

等
に
な
っ
て
い
る
人
や
生
活
保

護
受
給
者
な
ど
は
除
く
）

●
「
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受

給
者
向
け
給
付
金
」　

　
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対

象
者
の
う
ち
、　

年
５
月
分
の

２８

障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
人

※
「
高
齢
者
向
け
年
金
生
活
者

等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
」
を

受
給
し
た
人
は
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
上
図
の
「
２
つ

の
給
付
金
支
給
対
象
者
診
断

チ
ャ
ー
ト
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

支
給
額

・「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
＝
一
人

に
つ
き
３
０
０
０
円

・「
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給

者
向
け
給
付
金
」
＝
一
人
に
つ

き
３
万
円

給
付
方
法
　
口
座
振
込
に
よ
り

支
給

必
要
書
類
　
申
請
者
の
本
人
確

認
が
で
き
る
書
類
（
世
帯
で
申

臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨
時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時
福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺
族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族
基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基
礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

臨
時
福
祉
給
付
金
、
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付

受
給
者
向
け
給
付
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
の
申
請
受
け
付
け
を

け
付
け
を

開
始
し
ま

開
始
し
ま
すす

請
す
る
場
合
は
世
帯
全
員
分
の

書
類
が
必
要
で
す
）、
振
込
先

口
座
を
確
認
で
き
る
書
類
（
昨

年
度
、
臨
時
福
祉
給
付
金
を
受

給
さ
れ
た
人
で
同
一
口
座
へ
振

り
込
み
希
望
の
場
合
は
不
要
）

申
し
込
み
　
９
月
１
日

～
　２９

年
３
月
１
日

ま
で
に
申
請
書

に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
郵
送

で

５
８
４
・
８
５
１
１
　
市

役
所
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
担

当
へ

※
市
役
所
地
下
９
０
２
会
議
室

ま
た
は
金
剛
連
絡
所
2
階
特
設

受
付
へ
の
持
参
も
可
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
、　

月
　
日

～

１２

２９

　
年
１
月
３
日

を
除
く
午
前

２９9
時
～
午
後
５
時
　
分
。
た
だ

３０

し
、
９
月
３
日

、　

日

は

１１

開
設
）。

※
申
請
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
地
域
福
祉

課
」
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

※
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

厚
生
労
働
省
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
〔h

ttp
://w

w
w
.2
k
y
u
fu
.j

p
/

〕
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
厚

生
労
働
省
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
 〔

０
５
７
０
（
０
３
７
）
１

９
２
〕
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
給
付
金
専
用

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〔

０
５
７

０
（
０
７
７
）
７
６
５
〕

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ももももももももももももももももももももも
ののののののののののののののののののののの
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
ににににににににににににににににににににに
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態
調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調

子
ど
も
の
生
活
に
関
す
る
実
態
調
査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査

ににににににににににににににににににににに
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
さささささささささささささささささささささ

に
ご
協
力
く
だ
さ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

　
本
市
で
は
、
府
と
共
同
で
、

子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
支

援
策
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
効

果
的
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る

た
め
、
同
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
　
対
象
者

は
、
市
立

小
学
校
の

５
年
生
、

市
立
中
学

校
の
２
年

生
全
員
と
そ
の
保
護
者
で
す
。

　
調
査
票
は
９
月
５
日

以
降

に
学
校
を
通
じ
て
配
布
し
ま

す
。
９
月
　
日

ま
で
に
所
定

２０

の
封
筒
に
入
れ
て
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
調
査
内
容
は
調
査
以
外
の
目

的
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
１
、
４
７
２
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



８

つどいの広場つどいの広場をを

ご利用くださ　　ご利用くださいい

　
本
市
で
は
、
妊
娠
の
届
け
出

の
受
け
付
け
と
母
子
健
康
手
帳

の
交
付
を
保
健
セ
ン
タ
ー
と
市

役
所
２
階
こ
ど
も
未
来
室
の
２

カ
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
（
金

剛
連
絡
所
で
は
受
け
付
け
・
交

付
で
き
ま
せ
ん
）。

　
本
市
で
は
、
妊
娠
の
届
け
出

と
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
の
際

に
、
保
健
師
や
社
会
福
祉
士
な

ど
が
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の

心
配
事
や
悩
み
の
相
談
を
受
け

た
り
、
各
種
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
や
相
談
機
関
の
紹
介
を
し

た
り
す
る
な
ど
、
妊
娠
初
期
か

ら
の
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト

を
開
始
し
、
継
続
的
な
支
援
を

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
妊
娠
の
届
け
出
の
際

に
は
、
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
の
記
入
と
本
人
確
認
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人
番
号

通
知
カ
ー
ド
と
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

妊
娠
の
届
け
出
時
に

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

必
要
で
す

　
ま
た
、
子
ど
も
を
対
象
と
し

た
講
座
だ
け
で
は
な
く
、
お
父

さ
ん
・
お
母
さ
ん
を
対
象
と
し

た
講
座
も
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

（
開
設
日
・
時
間
・
場
所
は
左

図
参
照
）。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
０
３
）、
①
～
④
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
ら
っ
と
ス
ペ
ー

ス
金
剛
〔

　
５
２
２
７
〕、
⑤

（２９）

⑥
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
す
こ
や
か〔

　
５
５
４
０
〕、

（５６）

⑦
は
ひ
だ
ま
り
〔

　
７
４
０

（７０）

０
〕
　

　
本
市
で
は
、「
将
来
の
ま
ち
を

担
う
、
次
世
代
を
育
む
環
境
づ

く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
子

ど
も
を
産
み
育
て
る
家
庭
を
地

域
全
体
で
支
援
し
、
子
ど
も
が

心
身
と
も
健
や
か
に
育
つ
た
め

の
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
市
内
に
開
設
し
て
い
る
「
つ

ど
い
の
広
場
」
は
、
親
子
（
主

に
０
～
３
歳
の
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者
）
が
気
軽
に
集
い
交
流

す
る
こ
と
が
で
き
る
場
で
、
子

育
て
の
相
談
が
で
き
る
ス
タ
ッ

フ
や
地
域
の
親
子
と
出
会
え
ま

す
。

毎週月～土曜日（祝日は除毎週月～土曜日（祝日は除くく）、）、
午前１０時～午後３時、ネッ午前１０時～午後３時、ネットト
ワークすこやか（須賀二丁目２ワークすこやか（須賀二丁目２５５
の２７の２７））

⑤すこやかひろば⑤すこやかひろば・・
須須賀賀

毎週水～金曜日（祝日を含毎週水～金曜日（祝日を含むむ）、）、
午前１０時～午後４時、すば午前１０時～午後４時、すばるる
ホーホールル

④ほっとひろば④ほっとひろば・・
すばるホーすばるホールル

毎週月～木曜日（祝日を含毎週月～木曜日（祝日を含むむ）、）、
午前１０時～午後３時、ひだま午前１０時～午後３時、ひだまりり
（向陽台二丁（向陽台二丁目目１１３の２）３の２）

⑦ひだま⑦ひだまりり

毎週月～土曜日（祝日を含む、
第３火曜日は除く）、午前１０時～
午後４時、ふらっとスペース金
剛（寺池台一丁目１３の３１）

①①ほっとひろばほっとひろば・・
ふらっふらっとと

毎週毎週月月・金・金・・土曜日（祝日を土曜日（祝日を含含
むむ））、、午前１０時～午後４時、レ午前１０時～午後４時、レイイ
ンボーホール（市民会館ンボーホール（市民会館））

②ほっとひろば②ほっとひろば・・
レインボレインボーー

毎週火～木曜日（祝日は除毎週火～木曜日（祝日は除くく）、）、
午前１０時～午後４時、かがり午前１０時～午後４時、かがりのの
郷郷

③ほっとひろば③ほっとひろば・・
かがりのかがりの郷郷

毎週火・金曜日（祝日は除毎週火・金曜日（祝日は除くく）、）、
午前１０時～午後３時、グリー午前１０時～午後３時、グリーンン
ピア東条（龍泉５９４の２ピア東条（龍泉５９４の２））

⑥すこやかひろば⑥すこやかひろば・・
東東条条

～親子が気軽に集い交流できます～親子が気軽に集い交流できます～～



９

　
　
月
１
日

よ
り
、
第
２
駐

１０
車
場
が
移
転
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
う
来
庁
者
用
駐
車

場
の
駐
車
可
能
台
数
、
駐
車
料

金
な
ど
の
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
周
辺
地
図
や
駐
車

料
金
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

　
現
在
の
駐
車
場
よ
り
も
市
役

所
に
近
い
場
所
へ
移
転
し
ま
す

の
で
、
よ
り
利
用
し
て
い
た
だ

き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
市
役
所
敷
地
内
の
第
１
駐
車

場
混
雑
緩
和
の
た
め
、
第
２
駐

車
場
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
車
椅
子
な
ど
を
使
用

さ
れ
る
場
合
は
、
第
１
駐
車
場

市
役
所
第
２
駐
車
場
が

　
　
　
　
　
　
移
転
し
ま
す

10月～

～
市
役
所
庁
舎
に
よ
り
近
く

よ
り
近
く
な
り
ま
す
～

市役所庁舎周辺地図

料金表 の
障
が
い
者
等
用
駐
車
ス
ペ
ー

ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
市
役
所
に
所
用
の
あ
る
人

は
、
所
要
時
間
の
駐
車
料
金
を

無
料
に
し
ま
す
の
で
、
必
ず
駐

車
券
を
お
持
ち
に
な
り
、
窓
口

で
割
引
処
理
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

※
市
役
所
に
両
替
機
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
現
在
の
第
２
駐
車
場
は
　
月
１０

１
日

よ
り
利
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
ご
利
用
の
際
は
、
必

ず
９
月
　
日

ま
で
に
出
庫
を

３０

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
（
内
線

３
３
１
、
３
４
６
）

　
富
田
林
・
ベ
ス
レ
ヘ
ム
姉
妹

都
市
協
会
（
T
B
S
C
A
）
で

は
、
両
市
の
友
好
親
善
と
英
語

力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
同
弁

論
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
　
月
　
日

、
午
前
９

１１

２０

時
～
　

と
こ
ろ
　
市
消
防
本
部

出
場
資
格
（
定
員
）　

○
小
学
生
の
部
＝
市
内
在
住
・

在
学
の
小
学
５
・
６
年
生
（
　６０

人
程
度
）

○
中
学
生
の
部
＝
市
内
在
住
・

在
学
の
中
学
生
（
　
人
程
度
）

３５

演
題
　

○
小
学
生
の
部
＝
自
己
紹
介
な

ど
（
１
分
以
内
）

○
中
学
生
の
部
＝
自
由
題
（
３

分
以
内
）

表
彰
　
中
学
生
の
部
か
ら
入
賞

者
を
選
考
し
ま
す

申
し
込
み
　
９
月
　
日

（
消

２３

印
有
効
）、
午
後
５
時
　
分
ま

３０

で
に
市
民
協
働
課
に
備
え
付

け
、
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
市
民
協
働

課
（
ベ
ス
レ
ヘ
ム
市
と
の
姉
妹

都
市
交
流
）」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
た
出
場
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、

５
８
４
・
８

５
１
１
　
市
役
所
市
民
協
働
課

（
内
線
４
７
３
）
へ
（
郵
送
可
、

市
立
小
・
中
学
生
は
学
校
を
通

じ
て
申
し
込
み
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

学
校
単
位
で
選
抜
（
小
学
生
は

各
校
４
人
、
中
学
生
は
各
校
５

人
ま
で
）。
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富田林・ベスレヘム姉妹
都市協会派遣学生帰国
報告会を開催します

　今夏、姉妹都市のベスレヘム

市で３週間、ホームステイを体

験した学生たちの帰国報告会を

開催します。　

　アメリカを肌で感じた学生た

ちの体験談を、ぜひお聞きくだ

さい。

とき　９月２５日、午後１時～

３時

ところ　中央公民館２階ホール

定員　１５人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　９月６日～１５日

までに市民協働課内富田林・ベ

スレヘム姉妹都市協会事務局

（内線４７３）へ



１０

　
9
月
は
健
康
月
間
で
す
。

　
本
市
で
は
、「
健
康
と
ん
だ
ば

や
し
　
（
第
二
次
）
及
び
食
育

２１

推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
生
活
習
慣
に
気
を

付
け
て
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で

生
き
が
い
を
持
ち
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
健
康
月
間
に
ち

な
み
次
の
と
お
り
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

「
と
ん
だ
ば
や
し
健
康
応
援

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

と
き
　
９
月
　
日

、
午
前
　

２３

１０

時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
エ
コ
ー
ル
・
ロ
ゼ
 1

階
ア
ト
リ
ウ
ム
広
場
　

内
容
　

・
体
組
成
測
定
（
基
礎
代
謝
や

内
臓
脂
肪
レ
ベ
ル
、
筋
肉
量
、

体
内
年
齢
な
ど
を
測
定
）

・
簡
易
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

（
指
先
の
温
度
で
チ
ェ
ッ
ク
）

※
定
員
２
０
０
人
（
先
着
順
）。

・
大
腸
が
ん
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

・
保
健
師
、
栄
養
士
に
よ
る
個

別
健
康
相
談

参
加
費
　
無
料
（
当
日
、
直
接

会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
推

進
課
〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
ととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば
ややややややややややややややややややややややややややややややややややややや
ししししししししししししししししししししししししししししししししししししし

健
康
と
ん
だ
ば
や
し
　
  
２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２１

イ
ベ
ン

　
　
　
　
　
イ
ベ
ン
トト
開開
催
！
催
！

　
９
月
　
日

～
　
日

は
自

１０

１６

殺
予
防
週
間
で
す
。
自
殺
で
亡

く
な
る
人
は
全
国
で
年
間
約
２

万
４
０
０
０
人
、
昨
年
は
府
内

で
約
１
３
０
０
人
が
亡
く
な
り

ま
し
た
。　

　
自
殺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
複
雑
に
関
係
し
て
、
そ
の
多

く
が
「
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
」

で
あ
り
、「
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

社
会
的
な
問
題
」
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て

い
る
人
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
次

の
機
関
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
身
近
な
人
の
悩
み

に
気
付
い
た
ら
、
温
か
く
寄
り

添
い
な
が
ら
、
悩
み
に
耳
を
傾

け
、
次
の
機
関
な
ど
へ
の
相
談

を
す
す
め
、
じ
っ
く
り
と
見
守

り
ま
し
ょ
う
。　

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ

イ
ヤ
ル
〔

０
５
７
０
（
０
６

４
）
５
５
６
〕（
年
末
年
始
、
祝

日
を
除
く
月
～
金
曜
日
、
午
前

９
時
　
分
～
午
後
５
時
）

３０

■
こ
こ
ろ
の
電
話
相
談
〔

０

６（
６
６
０
７
）
８
８
１
４
〕（
年

末
年
始
、
祝
日
を
除
く
月
・
火

木
・
金
曜
日
、
午
前
９
時
　
分
３０

～
午
後
５
時
）

※
年
末
年
始
、
祝
日
を
除
く
水

曜
日
は
若
者
専
用
電
話
相
談
を

開
設
。

■
富
田
林
保
健
所
〔

　
２
６

（２３）

８
１
〕（
年
末
年
始
、
祝
日
を
除

く
月
～
金
曜
日
、
午
前
９
時
～

午
後
５
時
　
分
）

４５

■
関
西
い
の
ち
の
電
話
〔

０

６（
６
３
０
９
）
１
１
２
１
〕（
３

６
５
日
、　

時
間
対
応
）

２４

■
大
阪
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー

〔

０
６
（
６
２
６
０
）
４
３

４
３
〕（
毎
週
金
曜
日
、
午
後
１

時
～
日
曜
日
、
午
後
　
時
）

１０

■
こ
こ
ろ
の
救
急
箱
〔

０
６

（
６
９
４
２
）
９
０
９
０
〕（
毎

週
月
曜
日
、
午
後
８
時
～
火
曜

日
、
午
前
３
時
）

■
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
〔

０
１
２
０

（
７
８
３
）
５
５
６
〕（
毎
月
　１０

日
、
午
前
８
時
～
翌
午
前
８

時
）

■
府
妊
産
婦
こ
こ
ろ
の
相
談
セ

ン
タ
ー
〔

０
７
２
５
　
５
２

（５７）

２
５
〕（
年
末
年
始
、
祝
日
を
除

く
月
～
金
曜
日
、
午
前
　
時
～

１０

午
後
４
時
）

■
府
債
務
整
理
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ

ザ
（
借
金
の
悩
み
相
談
室
）〔


０
６
（
６
２
１
０
）
９
５
１
２
〕

（
年
末
年
始
、
祝
日
を
除
く
月

～
金
曜
日
、
午
前
９
時
～
午
後

５
時
　
分
）

３０

●
自
死
遺
族
相
談
（
予
約
制
）

　
府
で
は
、
大
切
な
人
を
自
死

（
自
殺
）
で
亡
く
さ
れ
た
人
の

た
め
に
、
来
所
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
府
こ
こ
ろ
の
健
康
総
合
セ
ン

タ
ー
の
専
門
相
談
員
が
、
ご
遺

族
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
電
話

の
際
に
は
、「
自
死
遺
族
相
談
」

と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
府
こ
こ
ろ
の
健
康

総
合
セ
ン
タ
ー
〔

０
６
（
６

６
９
１
）
２
８
１
８
〕（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
月
～
金
曜

日
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
　４５

分
）
へ

※
府
携
帯
サ
イ
ト
の
自
殺
対
策

の
ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://k
o
k
o
ro
-o

sa
k
a
.jp
/j/

〕

に
、
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
の

相
談
窓
口
な

ど
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
推

進
課
〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

９月10日～16日は
自殺予防週間

～死なないでまず打ち

明けてその悩み～

毒キノコによる食中毒に注意
しましょう

　秋の行楽シーズンを迎えるこの季

節、毎年毒キノコによる食中毒が発生

しています。

　毒キノコによる

食中毒は激しい下

痢、腹痛、 嘔  吐 な
おう と

どの消化器症状

や、しびれ、目ま

いなどの神経症状

を引き起こし、命にかかわる場合があ

ります。確実に食用と判断できないキ

ノコは絶対に「採らない！食べない！

売らない！人にあげない！」ようにし

ましょう。

問い合わせ　富田林保健所衛生課

〔(２３)２６８２〕



１１

　
９
月
　
日

～
　
日

ま
で

２１

３０

の
間
、「
シ
ニ
ア
こ
そ
　
ジ
ュ
ニ

ア
の
お
手
本
　
交
通
安
全
」「
こ

ん
ば
ん
は
　
早
め
の
ラ
イ
ト
で

　
ご
あ
い
さ
つ
」「
そ
の
酒
で
　

失
う
信
頼
　
家
族
の
未
来
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
　
期
間
中
は
次
の
こ
と
を
重
点

と
し
て
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

●
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

●
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事

故
防
止

●
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の

座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

秋
の
全
国
交
通
安
全
運

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動動

　
下
図
の
標
識
が
設
置
し
て
あ

る
道
路
は
歩
行
者
専
用
道
路
で

す
。
　
自
転
車
や
単
車
な
ど
の
車
両

で
こ
の
道
を
通
行
す
る
と
3
カ

月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
５
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
転
車
に
つ
い
て
は

自
転
車
運
転
者
講
習
の
対
象
と

な
る
事
も
あ
り
ま
す
。

　
歩
行
者
の
安
全
な
通
行
を
妨

げ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
自

転
車
や
単
車
な
ど
の
車
両
で
は

歩
行
者
専
用
道
路
を
通
行
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
２
）

自自自自自自自自自自自自自自自自自自
転転転転転転転転転転転転転転転転転転
車車車車車車車車車車車車車車車車車車
なななななななななななななななななな
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車車車車車車車車車車車車車車車車車車
両両両両両両両両両両両両両両両両両両

自
転
車
な
ど
の
車
両
ででででででででででででででででででで
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用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路

「
歩
行
者
専
用
道
路
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
ををををををををををををををををををを

通通通通通通通通通通通通通通通通通通
行行行行行行行行行行行行行行行行行行
しししししししししししししししししし
なななななななななななななななななな
いいいいいいいいいいいいいいいいいい
よよよよよよよよよよよよよよよよよよ
うううううううううううううううううう
にににににににににににににににににに

通
行
し
な
い
よ
う
に
ししししししししししししししししししし

まままままままままままままままままま
しししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょ

ま
し
ょ
ううううううううううううううううううう

歩行者専用道路
の標識

　
本
市
で
は
、
交
通
安
全
に
対

す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、

年
２
回
「
交
通
安
全
講
習
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
一
人
一
人
が
交
通
社
会

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
な
ど

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
学

び
、
実
践
す
る
た
め
に
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
交
通
安
全
講
習
会

を
受
講
し
ま
し
ょ
う
。
日
程
な

ど
は
右
表
の
と
お
り
で
す
。

※
今
回
、
会
場
が
従
来
の
富
田

林
小
学
校
か
ら
市
役
所
４
階
４

０
１
会
議
室
に
、
川
西
小
学
校

か
ら
第
二
中
学
校
に
変
更
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
い
ず
れ
も
　
分
前
よ
り
受
け

３０

付
け
開
始
で
す
。

※
全
て
の
会
場
で
手
話
通
訳
が

付
き
ま
す
。

※
運
転
者
講
習
受
講
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）

交通安全講習交通安全講習会会

を開催します

　
交
通
事
故

を
な
く
す
た

め
に
は
、
一

人
一
人
が
交

通
安
全
に
対

す
る
意
識
を

高
め
、
基
本

的
な
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
な

行
動
を
実
践
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
一
層
の
注
意
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

オータムジャンボ宝くじ発売！

　１等・前後賞合わせて５億円が当たる

オータムジャンボ宝くじが発売されます。

　同宝くじの収益金は、市町村の明るく住

みよいまちづくりに使われます。府内の宝

くじ売り場でお買い求めください。

発売期間　９月２６日～１０月１４日

問い合わせ　（公財）府市町村振興協会〔０６(６９４１)７４４１〕



１２

「求人・求職情報フェア in 南河内」を開催
します！～地元企業で働いてみませんか～

　南河内の企業が出展しますので、就職を希望する人、

就労について悩みや相談がある人はぜひ、ご参加くださ

い。

とき　9月１３日、午後１時～４時

ところ　すばるホール

内容　求人企業による就職面

接会、ハローワーク求人情報検

索コーナーと職業紹介、労働相

談、障がい者就業・生活相談、

総合生活相談、母子家庭生活相

談、若者の就労相談、中高年齢者就業相談、シルバー人

材センター就業相談、社会保険・労働保険相談、セブン-

イレブンシニアスタッフお仕事説明会、働くことＱ＆Ａ

パネル展示など

※就職面接会への参加を希望する人は、必ず履歴書を持

参（ハローワークカードをお持ちの人は同カードも持参）

してください。また、複数の企業との面接もできますの

で、予備の履歴書を持参されることをお勧めします。

問い合わせ　商工観光課（内線４８１）

事業継続計画（ＢＣＰ）セミナーを開催　　
「天変地異への危機に備える実践的ＢＣＰ
導入のススメ」

　市内事業者を対象に、自然災害などに備えた事業継続

計画（ＢＣＰ）に関するセミナーを開催します。

　ＢＣＰ策定は、取引先からの信用の向上や経営改善な

どの経営力強化にもつながります。

とき　９月２６日、午後３時３０分～５時

ところ　藤井寺市立市民総合会館（パープルホール）別

館会議室３０５（藤井寺市北岡一丁目２の８）

定員　７０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　９月６日～、事業所名、所在地、参加者名、

電話番号を記入し、ファクスで富田林商工会へ〔(２５)

１１０１・(２５)９００９〕へ

試
験
職
種
、
受
験
資
格
お
よ
び

採
用
予
定
人
数

■
技
術
職
上
級
電
気
ま
た
は
機

械
（
２
人
程
度
）

　
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
（
短
期

大
学
は
除
く
）
に
お
い
て
電
気

ま
た
は
機
械
を
専
攻
し
、
卒
業

ま
た
は
　
年
３
月
　
日

ま
で

２９

３１

に
卒
業
見
込
み
の
人

第
１
次
試
験
日
お
よ
び
試
験
内

容
　
　
月
　

日

、
教
養
試

１０

１６

験
、
専
門
試
験

申
込
書
の
交
付
　
９
月
１
日


～
　
月
３
日

に
南
河
内
環
境

１０
事
業
組
合
総
務
企
画
課
で
交
付

（
同
事
業
組
合
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

〔h
ttp
://w

w
w
.m
in
a
m
ik
a

w
a
c
h
i-k
a
n
k
y
o
.o
r.jp
/

〕
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
）

申
し
込
み
の
受
け
付
け
　
９
月

　
日

～
　
月
３
日

（
郵
送

１３

１０

の
場
合
は
９
月
　
日

ま
で
の

２８

消
印
有
効
）
ま
で
に
同
事
業
組

合
総
務
企
画
課
〔

　
６
５
８

（３３）

４
〕
へ
　

※
申
込
書
の
交
付
、
受
け
付

け
、
問
い
合
わ
せ
は
、
祝
日
を

除
く
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
　
分
ま
で
。

３０

　
周
辺
の
生
活
環
境
を
良
好
に

保
つ
こ
と
は
、
飼
い
主
の
マ

ナ
ー
で
す
。

　
犬
、
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
が
他

人
を
傷
つ
け
た
り
、
近
所
に
迷

惑
を
掛
け
た
り
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
次
の
こ
と
な
ど
に
注

意
し
て
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま

し
ょ
う
。

◎
犬
を
飼
う
際
は
、
飼
犬
登
録

を
し
て
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を

必
ず
年
に
1
回
受
け
ま
し
ょ

う
。

◎
フ
ン
・
尿
は
、
必
ず
ス
コ
ッ

プ
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
フ
ン
受
け

を
持
っ
て
後
始
末
を
し
て
、
臭

い
や
鳴
き
声
で
近
所
に
迷
惑
を

掛
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

◎
猫
は
、
他
人
の
家
に
迷
惑
を

掛
け
る
恐
れ
が
あ
り
、
交
通
事

故
や
感
染
症
な
ど
の
心
配
も
あ

犬
・
猫
な
ど

犬
・
猫
な
ど
のの

飼
育
マ
ナ

　
　
　
　
飼
育
マ
ナ
ーー

り
ま
す
。
猫
は
、
室
内
で
飼
い

ま
し
ょ
う
。

◎
犬
や
猫
の
放
し
飼
い
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

◎
猫
に
む
や
み
に
エ
サ
を
与
え

る
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
掛
け
た

り
、
将
来
捨
て
ら
れ
た
り
す
る

猫
を
増
や
す
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎
何
ら
か
の
事
情
で
ペ
ッ
ト
を

飼
え
な
く
な
っ
た
ら
、
新
し
い

飼
い
主
を
探
す
努
力
を
し
、
安

易
に
ペ
ッ
ト
を
捨
て
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
数
が
増
え
す
ぎ
て
、
責
任
を

持
っ
て
飼
う
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
は
、
不
妊
・
去
勢
手
術
な

ど
に
よ
り
繁
殖
を
制
限
し
ま

南
河
内
環
境
事
業
組
合

職
員
募
集

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
飼
い
犬
・
飼
い

猫
に
対
し
て
の
不
妊
・
去
勢
手

術
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
＝
衛

生
課
（
内
線
１
４
３
、
１
４

７
）、
犬
、
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
に

関
す
る
相
談
＝
府
動
物
管
理
指

導
所
藤
井
寺
分
室
〔

０
７
２

（
９
３
７
）
１
１
０
１
〕



１３

　
本
市
で
は
、
男
女
が
互
い
の

人
権
を
尊
重
し
、
そ
の
個
性
と

能
力
を
充
分
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て
、
男
女
共
同

参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
Ｂ
ｅ
‐
ｉ

n
ひ
ろ
っ
ぱ
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、

市
の
事
業
を
受
託
し
て
、
男
女

共
同
参
画
に
関
す
る
分
科
会
を

企
画
・
実
施
す
る
団
体
（
グ

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
分
科
会
実
施
団
体
募
集
！

　「
私（
た
ち
）の
大
切
な
も
の
」

を
テ
ー
マ
に
、
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
・
も
の
・
人
、
熱
中
し

て
い
る
こ
と
な
ど
を
撮
影
し
、

あ
な
た
の
思
い
を
エ
ッ
セ
イ
に

し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
思
い
出
の
写
真
、
大
切
に
し

て
い
る
写
真
、
携
帯
電
話
な
ど

で
撮
影
し
た
お
気
に
入
り
の
写

真
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
私
（
た
ち
）
の
大
切
な
も
の
」
作
品
募
集

～
や
さ
し
さ
を
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
イ
に
～

　
作
品
は
、　

月
よ
り
、
市
内

１０

公
共
施
設
、
商
業
施
設
な
ど
で

巡
回
展
示
し
、
最
後
は
と
ん
だ

ば
や
し
人
権
フ
ェ
ア
（
　
月
　

１２

１０

日

、
す
ば
る
ホ
ー
ル
で
開

催
）
に
展
示
し
ま
す
。

募
集
作
品
　
四
つ
切
り
ワ
イ
ド

（
２
５
４
㍉
×
３
６
８
㍉
）
ま

で
の
写
真
（
必
ず
タ
イ
ト
ル
を

付
け
て
く
だ
さ
い
）
と
２
０
０

ル
ー
プ
）
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

と
き
　
　
年
１
月
　
日

、
午

２９

２８

前
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

と
こ
ろ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル

募
集
団
体
　
２
団
体

申
し
込
み
　
　
月
３
日

ま
で

１０

に
人
権
政
策
課（
内
線
４
７
４
）

へ
　

※
実
施
団
体
は
、　

月
　
日


１０

１７

に
選
考
会
を
開
催
し
、
決
定
し

ま
す
。

　
　
月
４
日

～
　
日

の
人

１２

１０

権
週
間
に
合
わ
せ
て
、
毎
年
　１２

月
に
開
催
し
て
い
る
同
フ
ェ
ア

へ
の
参
加
団
体
を
募
集
し
ま

す
。
　
展
示
や
発
表
な
ど
を
通
じ
て

日
頃
の
活
動
を
紹
介
し
ま
せ
ん

か
。

２
０
１
6

ととととととととととととととととととととと
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば
ややややややややややややややややややややや
ししししししししししししししししししししし
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
ェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェ

と
ん
だ
ば
や
し
人
権
フ
ェ
アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア

　
　
　
　
　
　
　
参
加
団
体
募
集

０
字
以
内
の
エ
ッ
セ
イ
（
ひ
と

言
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
俳
句
、
川
柳

で
も
可
）
を
セ
ッ
ト
に
一
人
３

点
ま
で

応
募
方
法
　
９
月
６
日

～
　１２

月
７
日

ま
で
に
、

５
８

４
・
８
５
１
１
　
市
役
所
人
権

政
策
課
（
内
線
４
７
２
）
へ
持

参
ま
た
は
郵
送
（
匿
名
、
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
で
の
応
募
も
可
）

と
き
　
　
月
　
日

、
午
前
　

１２

１０

１０

時
～
午
後
３
時
ご
ろ

と
こ
ろ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル

対
象
者
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
サ
ー

ク
ル
、
ク
ラ
ブ
な
ど
の
市
民
活

動
団
体

募
集
団
体
　
　
団
体
（
申
し
込

１５

み
先
着
順
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

申
し
込
み
　
人
権
政
策
課
で
配

布
す
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
９
月
８
日

～
　２６

日

ま
で
に
、
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

５
８

４
・
８
５
１
１
　
市
役
所
人
権

政
策
課
（
内
線
４
７
２
）〔

　（２５）

９
０
３
７
・
Ｅ
メ
ー
ルjin

k
e
n

@
c
ity
.to
n
d
a
b
a
y
a
sh
i.lg
.jp

〕

へ※
申
込
用
紙
は
電
話
、
フ
ァ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
同
課
へ

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
追
っ

て
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー

ジ
「
人
権
政
策
課
」
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民ののののののののののののののののののののの集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集大阪府民の集いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「拉拉拉拉拉拉拉拉拉拉拉拉拉拉拉拉拉拉拉拉拉致致致致致致致致致致致致致致致致致致致致致被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、「拉致被害者救出へ、　

怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりををををををををををををををををををををを込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめててててててててててててててててててててて！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！　　　怒りを込めて！」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

と
き
　
　
月
８
日

、
午
後
０

１０

時
　
分
～
３
時

４０
と
こ
ろ
　
大
阪
市
中
央
区
民
セ

ン
タ
ー
（
大
阪
市
中
央
区
久
太

郎
町
一
丁
目
２
の
　
）
２７

内
容
　
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
の
山
口
　
采
希
さ
ん
に
よ

る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー

ト
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
高
世

仁
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
拉
致
事

件
か
ら
日
本
人
が
学
ぶ
こ
と
」

定
員
　
５
０
０
人

参
加
費
　
無
料

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
大
阪
ブ
ル
ー
リ

ボ
ン
の
会
〔

０
６
（
６
１
２

１
）
２
３
０
６
〕



１４

高辺台　

　大石　 優  月 ちゃん（１歳）
ゆ づき

明るく元気で優しい子になってね

宛先

寿町　

　畑　 昊  汰  郎 ちゃん（１歳）
こう た ろう

昊汰郎の笑顔が一番！

元気いっぱいに育ってね♪

加太　

　 城　 蒼 ちゃん（４歳）
あおい

　　　　 蓮 ちゃん（５カ月）
れん

これからも二人仲良く元気に大きく

なってね。パパママより。

100歳
おめでとうございます！

　７月３１日、１００歳の誕生日を迎え
られた中筋　眞さんを訪問しまし
た。テレビで時代劇を見るのが楽し
みだそうです。

　わが家のアイドル（対象年齢は４歳未満、兄弟・

姉妹と一緒に写っている写真でも可）は、写真に、

メッセージ（20字程度）を添え、住所、保護者とお

子さんの名前（ふりがな）、撮影時の年齢（月齢）、

電話番号を記入し、Ｅメール〔kouhou@city.tondaba

yashi.lg.jp〕または、封書で左記の宛先まで応募して

ください。なお、今応募された場合、掲載は約２カ月後になります。

イ わ が 家
の ア ド ル

　
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は

が
き
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま

で
）。
市
内
在
住
の
人
で
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
作
品
の
漢
字
や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ

ガ
ナ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
月
号
の
「
短
歌
」
は
９
月
　
日

、　

月

１１

３０

１２

号
の
「
俳
句
」
は
　
月
　
日

、　

年
１
月
号

１０

３１

２９

の
「
川
柳
」（
宿
題
「
時
代
」）
は
　
月
　
日

ま

１１

３０

で
に
応
募
（
い
ず
れ
も
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＝
秀
句
＝

涼
し
さ
や
湯
上
り
に
受
く
山
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
町
　
　
　
　
土
井
　
清
子

∧
選
評
∨
供
湯
上
り
僑
と
供
山
の
風
僑
を
も
っ
て
、

涼
し
さ
が
 如
  何
 に
と
、
モ
ノ
や
コ
ト
で
表
現
し
、
読

い
 

か

者
に
作
者
の
涼
し
さ
を
表
現
。
 涼
  し
  さ
 へ
の
感
動
を

・
 
・
 
・

１
０
０
㌫
読
者
に
伝
え
る
と
い
う
、
作
句
の
基
本
を

会
得
し
て
居
り
秀
句
を
生
み
出
し
た
。

 糠
  床
 は
つ
ま
し
い
母
の
玉
手
箱

ぬ
か
 
ど
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
手
町
　
　
　
笹
原
　
秀
計

八
十
路
坂
よ
う
も
こ
こ
ま
で
 蝸
 

か
た

 牛
 

つ
む
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
板
持
町
　
　
洲
濱
　
耕
咲

病
よ
り
帰
ら
ぬ
善
女
夏
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
美
ケ
丘
町
　
鶴
田
　
祐
子

夏
来
る
と
 埴
  輪
 の
口
の
叫
び
か
な

は
に
 
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寿
町
　
　
　
　
橋
本
　
璋
子

一
張
羅
さ
っ
そ
う
と
ゆ
く
春
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
旭
ケ
丘
町
　
柳
井
　
義
信

ハ
ン
ド
ル
の
熱
き
愛
車
や
梅
雨
晴
れ
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
錦
ケ
丘
町
　
　
松
島
　
清
美

 落
 

お
ち

 椿
 

つ
ば
き

美
は
い
つ
 迄
 や
清
少
納
言

ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
　
者
　
詠

※
　
月
号
は
「
川
柳
」
を
掲
載
し
ま
す
（
な
お
、
応

１０
募
は
８
月
　
日
で
締
め
切
り
ま
し
た
）。

３１

日
原
　
輝
子
選

　
今
月
の
詠
題
「
当
季
雑
詠
」



正
し
く
知
っ
て
ほ
し
い
！
　
　

が
ん
検
診
の
こ
と

　
近
年
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
が
ん
に
関

す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

が
ん
に
対
し
て
注
目
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
　

年
度
に
実

２６

施
し
た
「
健
康
と
ん
だ
ば
や
し
　
」
２１

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
１

年
以
内
に
が
ん
検
診
を
受
診
し
た
こ

と
が
あ
る
人
は
　
歳
以
上
の
市
民
の

４０

中
で
は
　
・
2
㌫
で
し
た
。
約
６
割

３６

強
の
人
が
検
診
を
受
け
る
機
会
を
逃

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
検
診
の
対
象
は
症
状
が
な
い
人

　
何
も
症
状
が
無
い
か
ら
大
丈
夫
だ

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
が
ん
検
診

の
対
象
は
症
状
が
無
い
人
で
す
。
多

く
の
が
ん
は
早
期
で
は
無
症
状
で
あ

る
こ
と
が
多
く
、
症
状
に
気
付
く
と

き
に
は
既
に
が
ん
が
進
行
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
早
期
に
発
見
し

治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
無
症
状
の
段
階
で
発
見
で
き
れ

ば
、
死
亡
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
既
に
症
状
が
あ
る

人
は
検
診
で
は
な
く
、
す
ぐ
に
精
密

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
）。

◆
ク
ー
ポ
ン
券
が
な
く
て
も
受
け
ら

れ
ま
す

　
ク
ー
ポ
ン
券
は
あ
る
特
定
の
年
齢

の
人
に
啓
発
の
た
め
に
送
付
し
て
い

ま
す
が
、
実
際
は
ク
ー
ポ
ン
券
が
無

く
て
も
、
市
民
で
対
象
の
年
齢
で
あ

れ
ば
受
け
ら
ま
す
。

◆
本
市
の
が
ん
検
診
は
無
料
で
す
　!!

　
が
ん
検
診
は
、
全
額
自
己
負
担
で

受
け
た
場
合
、
高
額
と
な
る
検
査
で

す
（
乳
が
ん
の
場
合
、
１
万
円
を
超

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）。

　
し
か
し
、
本
市
で
は
全
額
を
補
助

し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
高
額
な
検

査
も
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◆
受
診
方
法

　
本
市
で
は
対
象
の
年
齢
で
あ
れ

ば
、
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
検

診
な
ら
年
に
１
回
、
乳
が
ん
・
子
宮

 頸
 が
ん
検
診
な
ら
２
年
に
１
回
、
無

け
い料

で
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
各
が
ん
検
診
の
対
象
者
や
受
診

方
法
に
つ
い
て
は
　
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

１８

く
だ
さ
い
。

健
康
づ
く
り
推
進
課
〔

　
５
５
２

（２８）

０
〕

これからも水道水を安心してお届けするために

　本市では利用者の皆さんに安心して水道水をご利用

いただくために、日々施設などの点検・更新事業を実

施しています。

　今回はこれらについて紹介します。

●施設などの点検について

　施設の点検については、市内各所にある配水池、ポ

ンプ場を機械で日常的に監視し、さらに定期的に直接

点検をすることで異常の早期発見に努めています。

　水道管の漏水調査については、市内全域を３年で一

巡できるように計画を作成し、専門業者に調査を依頼

し、漏水やこれに起因する二次災害の防止に努めてい

ます。

●施設などの更新について　

　施設の更新事業としては、配水池やポンプ場などの

劣化具合の調査や耐震診断をし、補強工事を実施して

います。

　ポンプや監視装置などの機器類については、定期検

査の結果に基づいて更新リストを作成し、順次更新を

進めています。

　水道管の更新については、入れ替えの時期を迎えた

地域や、劣化が原因と思われる事故が多く発生してい

る地域の水道管の

敷設替えを進めて

います。

　また災害対策と

して、配水池と指

定避難所や病院な

ど重要施設を結ぶ

水道管の敷設替え

工事を進めています。

●本市の水道事業にご理解とご協力を　

　今後も皆さんに安心して水道水をご利用いただける

ように、点検や工事などを進めてまいります。

　工事の際には近くの人に騒音、振動などでご迷惑を

お掛けし、通行される人にも交通規制で 迂 
う

 回 していた
かい

だくこともありますが、ご理解とご協力をお願いしま

す。

　　　　　　　　問い合わせ　水道工務課（内線２５５）

伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸伸縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮縮性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああありりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道伸縮性があり、耐震性に優れた水道管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管
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ト
ピ
ッ
ク
ススススススススススス

　７月29日、東公民館で、夏休み子ども教室

「かがくクラブvol.51」が開催されました。

　ＣＤを使ったコマ作りでは、年上の子が年下

の子に上手な作り方を教えてあげる姿や、完成

したコマを使って早速友達同士で楽しそうに遊

ぶ姿が見られました。

　また、ドライアイスの特性を生かしたさまざ

まな実験に「これってどうなってるの？」と子

どもたちは興味津々で見入っていました。

■■科学の面白さに興味津科学の面白さに興味津々々

　７月23日、24日、富田林バファローズスタジアムで、富田林ドリームフェスティバル、ウエスタ

ン・リーグ公式戦「オリックス・バファローズ対広島東洋カープ」が開催され、２日間にわたって

熱戦が繰り広げられました。

　当日、観客から選ばれた２人での始球式や小学生のベースランニング、オリックスの選手とバー

ベキューが楽しめる「夕空のバーベキュー」など選手とふれあえるイベントも実施されました。

■熱戦、プロ野球公式戦。選手とふれあい、笑顔がいっぱい■熱戦、プロ野球公式戦。選手とふれあい、笑顔がいっぱい！！

１６

　８月１日、毎年恒例のＰＬ花火芸術が開催さ

れました。

　年に一度の夏の風物詩を楽しもうと訪れた観

客らは、色とりどりに輝く花火に酔いしれてい

ました。

　なかでもフィナーレを飾る、数千発の花火が

絶え間なく打ち上げられる「スターマイン」に

富田林の夜空が明るく照らされると、地響きと

ともに歓声と拍手が自然と湧きあがりました。

■■真夏の夜空が色鮮やか真夏の夜空が色鮮やかにに

ORIX Buffaloes



１７

■南河内の鉄道唱歌を合唱

　７月８日、すばるホールで、明治時代に作ら

れた鉄道唱歌「南河汽車の旅」を歌うコンサー

トが開催されました。これは、富田林駅をスター

トし、柏原駅～現在のＪＲ難波駅～河内長野駅

を環状に巡る旅を47番まで歌詞をつけたもの

で、歌詞には、金剛山や石川、喜志駅周辺の名

所などが織り込まれています。

　テンポの良い曲調に、蒸気機関車の車窓から

見えるのどかな風景が目に浮かぶようでした。

■寺内町について考える

　７月30日、金剛公民館で、「寺内町の魅力を

探る～その歴史とこれから～」が開催されまし

た。第一部の大阪府立大学名誉教授の山中　浩

之さんによる講演では、江戸時代の寺内町の文

化についての話がありました。第二部では、山

中教授や「富田林寺内町をまもり・そだてる会」

「富田林じないまち文化トラスト」「ＬＬＰまち

かつ」の皆さんによるパネルディスカッション

があり、今後の寺内町の在り方を考えました。

　７月30日、喜志小学校グラウンドで開催され

た「喜志盆踊り」で、喜志町青年会が、平成28

年熊本地震で大きな被害を受けた被災地の復興

支援を目的とした募金活動と熊本県産品の販売

をしました。ご当地人気キャラクター「くまモ

ン」がデザインされた、かわいいパッケージの

キャンディーやプリンは子どもたちに大人気

で、大人も子どももみんなで被災地の応援をし

ました。

■今、わたしたちにできること

■いざ、全国大会へ

　７月25日、硬式野球チーム「富田林リトルシ

ニア」が、31日から東京都で開催される全国大

会への出場報告に市役所を訪問しました。

　関西大会では、優秀選手やベストナインに選

ばれるなど、日々の練習の成果が実を結び見事

６年ぶりに全国への切符を手に入れました。

　選手たちは、「富田林という名前を全国に広め

たい」と、元気よく話してくれました。

　選手たちの今後の活躍に注目です！



１８

保健医療
カラダとキモチを整える教室

　体や心の不調で、運動を始められな

い人に健康運動指導士や保健師が最適

な方法を提案します。

とき　１０月～２９年３月の毎週火曜日

（祝日は除く）、午後１時１５分～３時４５

分

ところ　保健センター

対象者　医療機関でのリハビリテー

ションや、介護保険サービスを利用し

ていない４０～６４歳の人　

※ただし、以前保健センターが実施し

た、体力アップ教室や同教室に参加し

たことのある人は除きます。

定員　１５人（申し込み先着順）

申し込み　９月６日～、保健セン

ターへ

府民公開講座「子どものぜん息」

とき　９月１７日、午後２時～４時

ところ　府立呼吸器・アレルギー医療

センター（羽曳野市はびきの三丁目７

の１）

内容　髙橋　真市さん（同医療セン

ター小児科診療主任医師）による講演

「ぜん息ってどんな病気？どうすれば

いい？」、中川　良子さん（同医療セン

ター小児科病棟主任看護師）による講

演「これってぜんそく発作？受診のタ

イミングは？」　

※手話通訳あり。

定員　１００人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　９月６日～１４日までに

講座名、参加者の氏名、電話番号、会

場までの交通手段を記入し、ファクス

で、同医療センター〔０７２(９５７)２１２１・

０７２(９５７)６２８５〕へ（電話申し込み可）

３日間で理解する血圧のこと

とき　①１０月２７日、午前９時３０分～

正午、②１１月２４日、午前９時３０分～

正午、③１２月２日、午前１０時～午後

１時（全３回）　ところ　保健センター

内容　①②血液検査結果の見方、運動

実技、食事での減塩のポイント、体組

成測定、③おいしい減塩食作り（クッ

キング）　対象者　４０～７４歳の人

定員　２０人（申し込み先着順）　

参加費　５００円（クッキング材料費）

申し込み　９月６日～、保健セン

ターへ

健康教室「大腸がんについて」

とき　１０月１３日、午後３時３０分～４

時３０分　

ところ　新堂診療所（若松町一丁目１９

の１０）

内容　大腸がんの特徴や治療方法を学

ぶ

定員　３５人（申し込み先着順）　

参加費　無料

講師　門阪　薫平さん（近畿大学医学

部附属病院消化器内科医師）

申し込み　９月１２日、午前９時～、

新堂診療所〔(２３)３０６８〕へ

明記のないものは費用無料。問い合わせ、申し込みは、保健センター
〔(２８)５５２０・(２９)７７６０〕へ。指定医療機関（※）は、４月号広報
に折り込みの「平成２８年度保健事業案内」をご覧ください。
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１９

 

ミュージック・ケア（音楽療法）
講座

　親子で一緒に楽しみながら成長して

いける子育て支援講座です。

とき　９月～２９年３月（月２回）、午後

５時～６時　※詳しい日程はお問い合

わせください。　

ところ　けあぱる

内容　音楽に合わせリズムを取りなが

ら楽しくお互いの意思疎通を図ります

対象者　５～１５歳の子どもとその親　

定員　２０組（申し込み先着順）

参加費　１カ月１５００円

申し込み　９月６日～９日までに

講座名、氏名、電話番号を記入し、ファ

クスで、山口さん（市人権教育・啓発

推進センター）〔・(２０)０２８５〕へ

（電話申し込み可）

講座･催し
富貴の里保育園内                 
子育て支援センターの催し

●アラフォーママ＆プレママ集まれ！

とき　９月９日、午前１０時～１１時３０分

内容　参加者同士の交流会など

対象者　３５～４９歳の妊娠中の人または

育児中の母親とその子ども

定員　１０組（申し込み先着順）

申し込み　９月６日～、同支援セン

ター〔(２８)７３６４〕へ

 

乳児後期健康診査

とき　生後１０カ月ごろに受診すること

が望ましいとされています

ところ　府指定医療機関

内容　問診、身体計測、小児科診察、

育児・栄養相談　

対象者　９カ月～１歳未満の乳児

 健診・予防接種

※４カ月児健診時に受診票（１歳の誕

生日の前日まで有効）を発行します。　

費用　無料　

※府外の医療機関で受診される場合

や、他市からの転入などで受診票をお

持ちでない人は保健センター〔(２８)

５５２０〕へお問い合わせください。
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子育て講座

①運動遊び

とき　９月１３日、午前１０時～１１時

ところ　ふれんど保育園　定員　１０組

②りすさんひろば

とき　９月２１日、午前９時３０分～１１時

ところ　彼方保育園　内容　感触遊び

対象者　平成２６年４月２日～２７年４月

１日生まれの幼児　定員　５組

③うさぎさんひろば

とき　９月２８日、午前９時３０分～１１時

ところ　彼方保育園　内容　リズム遊

び、体育遊具を使った遊び

対象者　平成２５年４月２日～２６年４月

１日生まれの幼児　定員　５組

④保育園の給食を楽しもう（離乳食・

幼児食試食会）

とき　１０月１３日、午前９時３０分～１１

時３０分

ところ　大伴保育園　定員　５組

⑤あかちゃん講座いちごちゃんコース

とき　１０月１８日、２５日、午前９時

３０分～１１時（全２回）　

ところ　若葉保育園　内容　離乳食試

食会、０歳児クラス体験保育

対象者　平成２８年１月１日以降生まれ

の乳児　定員　５組

⑥あかちゃん講座みかんちゃんコース

とき　１０月１８日、１１月１日、午前

９時３０分～１１時（全２回）　

ところ　若葉保育園　内容　離乳食試

食会、親子で触れ合い遊び

対象者　平成２７年４月２日～１２月３１日

生まれの乳幼児　定員　５組

⑦０歳児コース

とき　１０月１９日、２６日、１１月２日

、午前９時３０分～１１時

（全３回）

ところ　金剛東保育園

内容　初期・中期食保護

者試食会、園児と遊ぼう、

親子でほっこりタイム

対象者　平成２８年４月２日以降生まれ

の乳児　定員　５組

申し込み　①②は９月７日～、③は

１４日～、④は２９日～、⑤⑥は１０月

４日～、⑦は５日～、各園へ　

※いずれも申し込み先着順、各園の電

話番号は右表に記載。

２０

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

「ファミリー・サポート・センター」（こども未来室　内線２０５）　依頼会員として登録された人に、援助者を紹介します。

仕事や用事で子どもの面倒を見られないときにその人に援助を依頼できます。また、援助してくださる人も募集しています。

ところ　①～③児童館、④保健センター

内容　手遊び、絵本の読み聞かせ、友

達づくりなど

対象者　０歳から就学前の子どもと保

護者。兄弟姉妹を連れての参加も可

（その場合は、年長の子どものグルー

プで申し込んでください）　

定員　①②各２０組、③④各２５組

参加費　無料（ただし、保護者の活動

に必要な費用は実費）

申し込み　９月１日～８日までに

児童館へ（電話申し込み可）　※申し込

み多数の場合抽選。ただし、この活動

に初めて参加する人を優先します。

乳幼児クラブ

①乳児グループＡ（０～２歳未満）

とき　１０月４日～２９年３月１４日の火曜日

②乳児グループＢ（０～２歳未満）

とき　１０月７日～２９年３月１７日の金曜日

③幼児グループ（２歳以上）

とき　１０月６日～２９年３月１６日の木曜日

④金剛幼児グループ（２歳以上）

とき　１０月３日～２９年３月１３日の月曜日

※いずれも祝日を除く、午前１０時～１１

時３０分に実施。３週間に一度、①～③

は水曜日、④は月曜日にワークショッ

プ（参加型の親育ち講座）を開催。
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市立幼稚園児の募集  

対象児

◇２年保育（４歳児）　平成２４年４月２

日～２５年４月１日生まれ

◇１年保育（５歳児）　平成２３年４月２

日～２４年４月１日生まれ

入園届配布　１０月１日～、各幼稚園

で配布　

入園届受け付け　１０月５日～７日

、午後２時３０分～５時までに直接幼

稚園へ。届け出は、１園に限ります。

申し込み時には、お子さんを同伴して

ください　

※保育時間や保育料など、詳しくは９

月上旬から各幼稚園で配布する入園案

内をご覧ください。

※入園を希望される場合は、各幼稚園

に早めにお問い合わせください。

問い合わせ　各幼稚園（電話番号は２０

ページ「今月の子育て支援事業」の表

中に記載）、こども未来室（内線２９４）

私立幼稚園児の募集

対象児　３歳児以上　

入園案内配布　９月１日～　

願書受け付け　１０月１日～　

※私立幼稚園に在籍の保護者には、補

助金制度があります。詳しくは、各幼

稚園にお問い合わせください。

問い合わせ　各幼稚園（電話番号は２０

ページ「今月の子育て支援事業」の表

中に記載）

奨学金などの相談はお早めに

　高等学校や大学、短期大学、府内の

専修学校（専門課程）などに入学を希

望する人やその保護者が、経済的な理

由により入学金や授業料の支払いが困

難と認められる場合、一部を貸し付け

る制度があります。

　申請手続きに時間のかかるものや期

限が定められているものがありますの

で、これらを活用しようと考えている

人は、早めに教育指導室へ相談してく

ださい。

問い合わせ　教育指導室（内線３６４）

教　育
奨学金説明会を開催

　２９年度に高等学校や大学などへの入

学を予定している人やその保護者を対

象に、各種奨学金の説明会を開催しま

す。また、希望者には説明会終了後に

個別相談も実施します。

とき　９月１４日、午後７時～

ところ　市役所４階４０１会議室

定員　６０人（当日、直接会場へ）

問い合わせ　教育指導室（内線３６４）

離職者等再就職訓練（ひとり
親家庭の父母優先枠付）受講
生募集

●医療・調剤事務科

訓練期間　１２月１日～２９年２月２８日

ところ　イング堺東校（堺市堺区北花

田口町三丁１の１５東洋ビル３階）

対象者　ハローワークに求職登録をし

ており、ハローワーク所長の受講指示、

受講推薦または支援指示を受けること

ができ、福祉事務所などに当該訓練の

受講の必要性を判断されたひとり親家

庭の父母など

定員　３０人（ひとり親家庭の父母優先

枠５人、託児有り）　※１０月２８日に実

施する選考試験（筆記試験、面接試験）

により受講生を決定します。

受講料　無料（教材費１万円実費）

※申し込みは、９月２６日～１０月１３日

まで居住地を管轄するハローワーク

で受け付けます。申し込み方法やカリ

キュラムなど詳しくはお問い合わせく

ださい。

問い合わせ　府雇用推進室〔０６(６２１０)

９５３０〕

 

育児教室「すくすくクラス」

とき　１０月５日、午後０時５０分～３

時１５分、２６日、午前９時５０分～１１時

４５分（全２回）　

ところ　保健センター

内容　離乳食の完了と幼児食の進め

方、歯の話（ブラッシング指導）、育児

の話（事故予防）、ふれあい遊び、交流

会、おやつの試食、個別相談など

講座･催し

対象者　１歳～１歳４カ月未満の幼児と

保護者　定員　２５組（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　９月６日～、保健セン

ター〔(２８)５５２０〕へ

親子ふれあい事業（２学期編）

①親子で体操編

とき　１０月５日～１１月３０日の毎週水曜

日（１１月２３日は除く）、午前１０時～１１時

３０分（全８回）

対象者　平成２４年４月２日～２６年４月

１日生まれの幼児と保護者　

定員　２５組５０人　※託児あり。

②親子トランポリン編

とき　１０月７日～１１月１１日の毎週金曜

日、午後３時３０分～５時（全６回）

対象者　平成２２年４月２日～２４年４月

１日生まれの幼児と保護者　

定員　１０組２０人　※託児あり。

ところ　児童館　参加費　無料

持ち物　動きやすい服装、上靴、飲み

物、タオル

申し込み　９月５日～１２日までに

児童館へ（電話申し込み可）　※申し込

み多数の場合抽選し、結果は郵送でお

知らせします。定員に満たなかった場

合は、引き続き受け付けます。

ペアレント・トレーニング講座
説明会

　発達障がいなどのある子どもたちの

行動を理解し、適切なサポート方法を

学んだり、保護者が子どもとともに成

長できる子育て方法を学んだりできる

「ペアレント・トレーニング講座」の

説明会を開催します。

とき　９月１６日、午前１０時３０分～１１

時３０分（午前１０時～、受け付け）

ところ　人権文化センター

定員　３０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　９月６日～、講座名、氏

名、電話番号を記入し、ファクスで、

山口さん（市人権教育・啓発推進セン

ター）〔・(２０)０２８５〕へ（電話申し

込み可）

※同説明会に参加した人から優先的に

１０月から開催予定の「ペアレント・ト

レーニング講座」が受講できます。
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２２

 

無料公証相談

とき　１０月３日、午後１時～４時

ところ　市役所１階市民相談室

内容　遺言、任意後見、離婚に伴う養

育費の支払い・年金分割の合意、金銭

消費賃貸借、土地建物の賃貸契約など

の公正証書作成に関する相談など　

定員　６人（申し込み先着順）

申し込み　９月６日～、情報公開課

（内線１８２）へ　

問い合わせ　江戸堀公証役場〔０６

(６４４３)９４８９〕

相　談
全国一斉「高齢者・障がい者の
人権あんしん相談」強化週間

　高齢者や障がい者への暴行、虐待な

どが依然多く発生していることから、

全国一斉に電話相談を実施します。

　相談は無料、秘密は厳守します。

とき　９月５日～１１日、午前８時

３０分～午後７時（土・日曜日は午前１０

時～午後５時）

内容　いじめ、嫌がらせ、虐待など高

齢者や障がい者の人権問題についての

相談

相談電話　〔０５７０(００３)１１０〕

問い合わせ　大阪法務局人権擁護部

〔０６(６９４２)９４９６〕

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

認知症サポーター養成講座

　認知症について正しい知識を持ち、

認知症の人や家族を温かく見守る認知

症サポーターになりませんか。

とき　９月２７日、午後１時３０分～３時

ところ　市消防本部

内容　認知症の基礎知識、認知症の人

の心の理解や接し方について

対象者　市内在住・在勤の人

定員　５０人（申し込み先着順）

受講料　無料

※講座終了後、同サポーターの証とな

るオレンジリングをお渡しします。

申し込み　９月６日～２０日までに

高齢介護課（内線１８９）へ

こころの電話相談　〔(２５)８２６４〕 毎週水曜日　午前１０時～午後３時３０分（ただし、祝日は休み）
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アロマの香りに包まれて       
～気軽にわいわい♪まま＠
トークカフェ☆～

とき　９月２７日、午前１０時３０分～正午

ところ　エコール・ロゼ

対象者　０歳からおおむね５歳までの

子どもとその親（親のみの参加も可）、

または子育てを応援したい人　

※男性、女性問わずに参加できます。

定員　１５人（申し込み先着順）　

※保育あり、定員８人（要予約）。

参加費　１００円

申し込み　９月６日～、ＮＰＯあず

みな事務局〔(４０)０２８８〕へ

若さ・健康・体力アップ教室

とき　１０月７日～１１月１８日の毎週金曜

日、午前９時４５分～１１時４５分（全７回）

ところ　レインボーホール（市民会館）

内容　体力チェック、若さと健康を保

つための運動や食事のポイント、口の

ケアについてなど

対象者　市内在住で

６５歳以上の人　

定員　３０人　

参加費　無料

申し込み　９月２７日までにウエルネ

スけあぱるへ（電話申し込み可）　

※申し込み多数の場合抽選。ただし、

初めて参加される人を優先します。

膝腰痛改善教室

とき　１０月５日～１９日の毎週水曜日、

午後１時３０分～３時３０分（全３回）

ところ　けあぱる　

内容　整形外科医による講義、膝痛や

腰痛の改善に向けて普段から取り組め

る簡単な運動や食事のポイントを紹介

 

ひきこもり家族セミナー       
～親子のコミュニケーション
を考える～

とき・内容　１０月５日＝「うちの子

もしかして「ひきこもり」？～まず概

論とサポート方法を理解する～」、１２日

＝「どうする？親子のコミュニケー

ション～その一言に要注意～」、１９日

＝「ポジティブな親のあり方～親も子

も楽になるために～」（全３回）

※いずれも午前１０時～正午。

ところ　中央公民館

対象者　ひきこもり・ニート・不登校

の人の家族　

定員　１６人　

参加費　無料

申し込み　９月２８日までに講座名、

参加者の氏名、電話番号を記入し、ファ

クスまたはＥメールで、生涯学習課

〔(２４)１４５１・(２６)０９９３・Ｅメールs-

gaku@city.tondabayashi.lg.jp〕へ（電話

申し込み可、申し込み多数の場合抽選）

精神障がい者家族教室

とき　９月１５日、午後２時～４時

ところ　富田林保健所

内容　木下　秀夫さん（国分病院院長）

による講義「統合失調症の治療と家族

の接し方について～ご家族の不安・心

配に答えて～」

定員　５０人（申し込み先着順）　

参加費　無料

申し込み　９月６日～１２日までに

富田林保健所地域保健課〔(２３)２６８４〕

へ

講　座
対象者　市内在住で６５歳以上の人　

定員　２５人　

参加費　無料

申し込み　９月２５日までにウエルネ

スけあぱるへ（電話申し込み可）

※申し込み多数の場合抽選。ただし、

初めて参加される人を優先します。

高齢者介護教室                     
～介護保険や認知症への理解
を深めてより心の充実を～

とき　１０月１４日、午後２時３０分～４

時３０分（午後２時～、受け付け）

ところ　レインボーホール（市民会館）

内容　第１部＝「介護保険ＡＢＣ」（午

後２時３０分～３時３０分）、第２部＝「認

知症への理解と日々の介護の負担を軽

減するポイント」（午後３時３０分～４時

３０分）

定員　６０人（申し込み先着順）　

参加費　無料

申し込み　９月６日、午前１０時～、

レインボーホールへ（電話申し込み可）

認知症介護家族の交流会

　「脳を元気にするクッキング」をテー

マにした手軽な調理や、試食を楽しみ

ながら交流しましょう。

とき　９月２８日、午後１時３０分～３時

ところ　金剛公民館　

対象者　市内在住で認知症の人を介護

している人（認知症の人が市内在住の

場合も可）　

定員　２０人　

参加費　無料

申し込み　９月２１日までに高齢介護

課（内線１８９）へ（申し込み多数の場合

抽選）　※認知症の人もぜひ一緒に参

加してください。

２３

※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。
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納付猶予制度の対象年齢が
50歳未満に拡大されました

　７月１日から３７年６月末までの時限

措置として、納付猶予制度の対象年齢

が３０歳未満（学生を除く）から５０歳未

満（学生を除く）に拡大されました。

■同制度の申請手続きを

　経済的な理由などで国民年金保険料

の納付が困難な人は、本人および配偶

者の所得が一定額〔（扶養親族などの数

＋１）×３５万円＋２２万円〕以下であれ

ば、申請し承認されると、保険料の納

付が猶予されます。

　また、猶予期間中に障がいや死亡と

いった不慮の事態になった場合、受給

資格があれば障がい基礎年金や遺族基

礎年金が支給されます。

　承認を受けた期間は、年金を受ける

ために必要な受給資格期間には算入さ

れますが、将来受給する老齢基礎年金

の年金額には反映されません。年金額

に反映させるためには、承認を受けた

期間の保険料を、１０年以内に後払い（追

納）する必要があります。

　なお、２年を過ぎて後払いする場合

は、当時の保険料に経過した期間に応

じて一定の金額が加算されます。

申請の対象となる期間　申請月の２年

１カ月前～翌年６月まで（２８年６月以

前の期間は、３０歳未満であった期間が

対象となります）

申請に必要なもの　年金手帳、印鑑

問い合わせ　保険年金課（内線１５３、

１５４）

国民年金
 

自衛官募集

①防衛大学校学生＝修学年限４年、卒

業後１年で幹部に任官　

②防衛医科大学校医学科学生＝修学年

限６年、医師免許取得後幹部に任官

③防衛医科大学校看護学科学生＝修学

年限４年

④自衛官候補生（男子）＝所要の教育

を経て、３カ月後に２等陸・海・空士

に任用

応募資格　①～③は日本国籍を有する

高卒（見込み含む、１８歳以上）～２１歳

未満の人、④は日本国籍を有する１８歳

以上２７歳未満の人　

受付期間　①～③は９月５日～３０日

、④は随時受け付け　※応募方法な

ど詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　自衛隊富田林地域事務所

〔(２４)３７９９・(２４)３９９９〕

府都市競艇企業団職員募集

応募資格　平成３年４月２日から１１年

４月１日までに生まれた人で、学校教

育法による大学、短期大学、高等専門

学校もしくは高等学校を卒業、または

２９年３月３１日までに卒業見込みの人

申し込み　１０月１日～７日（消印

有効）までに、申込書に必要事項を記

入し、５５９-００２３大阪市住之江区泉一

丁目１の７１　同企業団総務課〔０６

(６６８２)６２３０〕へ郵送

※申込書および試験要項は、９月１日

～、ボートレース住之江ホームペー

ジ〔http://www.suminoe.gr.jp/〕で ダ

ウンロードできます。

募　集
 

盲ろう者通訳・介助者養成研修
受講者募集

とき　１１月４日～２９年１月２４日

（週２回、全１８回）

ところ　府障がい者社会参加促進セン

ター（大阪市天王寺区生玉前町５の３３）

対象者　①点字や手書き文字などの習

得意欲がある人＝「点字等コース」、②

手話の技術がある人＝「手話コース」

定員　①②各３０人（申し込み先着順）

受講料　無料（教材費実費）

申し込み　障がい福祉課に備え付けの

申込書に必要事項を記入し、９月６日

～１０月７日（必着）までに郵送で、

５４３-００７２大阪市天王寺区生玉前町５

の３３　（社福）大阪障害者自立支援協会

〔０６(６７７５)９１１５〕へ

介護福祉士実務者研修通信課程
受講者募集

とき　１１月１日～２９年４月３０日

ところ　ジョブシティカレッジおも

ちゃ館金剛校（大阪狭山市金剛一丁目

３の５）

内容　通信課程６カ月、通学１０回程度

定員　３０人（申し込み先着順）

受講料　１３万７４４１円～２万８０２４円（テ

キスト代含む）　※所持する資格によ

り、通学回数や受講料が異なります。

また、各種割引制度もありますので、

詳しくはお問い合わせください。

申し込み　９月６日～１０月２５日

（土・日曜日、祝日を除く、午前９時

～午後５時）までに、ＮＰＯ法人シー

シータイミング〔０７２(３６６)５５６６〕へ

講　座

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

２４

※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。

広告枠

子
育
て

く
ら
し

ゆ
と
り

保
健
医
療

相
談



 

難病患者見舞金の申請を

　難病などにより、指定難病、特定疾患、

指定疾患、小児慢性特定疾病の認定を

受けている人に見舞金を支給します。

対象者　９月１日現在、次の全てに該

当する人

・指定難病、特定疾患、指定疾患、小

児慢性特定疾病により医療受給者証の

交付を受けている人

・本市に引き続き１年以上居住し、住

民登録をしている人　

※ただし、障がい者（児）給付金の支

給を受けている人や福祉施設などに入

所されている人は除きます。　

支給額　年額１人５０００円（１１月中に指

定の口座に振り込みます）

申し込み　印鑑、医療受給者証（特定

疾患医療受給者証、特定医療費（指定

難病）受給者証など認定の証明ができ

るもの）、本人もしくは保護者の預金通

帳（写し可）を持参し、障がい福祉課

または金剛連絡所へ

問い合わせ　障がい福祉課（内線１９２、

１９３）

市戦没者追悼式

とき　９月３０日、午後１時３０分～３時

ところ　すばるホール４階銀河の間

対象者　戦没者の遺族（介助などのた

めに付き添う遺族の関係者も同伴可）

問い合わせ　地域福祉課（内線２８５）

献血にご協力を

とき・ところ　９月８日、午後２時

～４時３０分＝ＪＡ大阪南本店（甲田三

丁目４の１０）、１７日、午前１０時～１１時

３０分、午後０時３０分～４時＝川西小学

校、２５日、午前１０時～午後２時＝喜

志西小学校、久野喜台小学校

対象者　１８～６９歳で体重が５０㌔以上の

人（６５歳以上の人は６０～６４歳の間に献

血の経験がある人に限ります）　

※その他の条件などについてはお問い

合わせください。

問い合わせ　市献血推進協議会〔(２５)

８２００〕

福　祉
長寿祝賀品の受け取り手続きを

　本市では長年、社会の発展に尽くし

てこられた高齢者に感謝し、長寿をお

祝いするため、長寿のお祝い品として

富田林の名産品を贈呈しています。

対象者　９月１日現在で、本市に引き

続き３カ月以上居住し、住民登録をし

ている８０歳以上の人

実施方法　９月上旬に対象者に対して

案内を送付しますので、候補の中から

希望の富田林の名産品をお選びくださ

い。同封の返信用はがきで郵送いただ

いた後、１０月より順次、発送します。

問い合わせ　高齢介護課（内線１８３）

寝たきり高齢者見舞金の申請を 

　居宅で、傷病などにより引き続き１

年以上、常時寝たきりの状態にある高

齢者に見舞金を支給します。

対象者　次の全てに該当する人

・居宅で、傷病（老衰を含む）により

引き続き１年以上常時寝たきり（１人

で歩くことができず、その活動範囲が

屋内に限られる）状態で、その状態が

継続すると見込まれる６５歳以上の人　

・９月１日現在で、本市に住民登録を

している人（病院、福祉施設などに入

所されている人は除きます）

支給額　年額１人６５００円（１１月末に指

定の口座に振り込みます）

申し込み　高齢介護課（内線１８３）に備

え付けの申請書に必要事項を記入し、

９月１日～３０日までに同課へ

※担当ケアマネジャーによる申請の代

行が可能です。

日本赤十字社資募金運動への　
ご協力ありがとうございました

　各地区の赤十字奉仕団、町会（自治

会）、募金委員をはじめ多くの皆さんの

温かいご理解と積極的なご協力によ

り、これまでに３０６万４９４１円の募金をお

寄せいただきました。皆さんに厚くお

礼申し上げます。

　なお、日本赤十字社資募金は年間を

通じて受け付けていますので、引き続

き日赤事業の充実強化と発展にご支援

をいただきますようお願いします。

問い合わせ　地域福祉課（内線２８８）

 

固定資産税（償却資産）の 申告を

　固定資産税は土地や家屋に課税され

ますが、それ以外で事業や営業のため

に所有している償却資産（構築物、機

械や装置、車両や運搬具、工具、器具、

備品など）も課税の対象となり、毎年

１月３１日までに申告する必要がありま

す（休・廃業されている場合も申告が

必要です）。

　なお、所有者には

毎年１２月に申告書類

を郵送しています

が、今まで届いたこ

とがない場合や事業

の開始により初めて申告される場合は

ご連絡ください。

問い合わせ　課税課（内線１１４、１１５）

土地の利用変更や家屋の新築・
増築、取り壊しをした場合は届
け出を

　宅地や農地、山林を駐車場や資材置

き場などに利用される場合や、元に戻

された場合は、課税方法・税額が変わ

りますので届け出てください。

　また、家屋の新築や増築、取り壊し

をされた場合も必ず届け出をしてくだ

さい。

　なお、倉庫や物置なども課税の対象

となる場合があります。いずれも法務

局で、土地については地目変更登記、

家屋については表題・滅失登記を済ま

された場合は必要ありません。

問い合わせ　課税課（内線１１３～１１６）

税
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各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

ボーイスカウト体験入隊

　自然と触れ合い、草や土のにおいを

感じながら、太陽の下でいろいろな遊

びを体験してみませんか。

とき　１０月２２日、午前９時～正午（近

鉄長野線「富田林駅」北口改札前集合）

ところ　太子町立磯長小学校（太子町

春日１５６９）

対象者　幼稚園年長～小学校低学年の

男女

定員　２０人（申し込み先着順）

参加費　無料　※送迎あり。集合時間、

内容などについては後日連絡します。

申し込み　９月６日～、北　幹雄さ

ん（日本ボーイスカウト富田林第１団

カブスカウト隊）〔０９０(３２８８)５３３１〕へ

がんばった人に花まる！

●第64回市民体育大会

◇サッカー競技の部

《一般男子》優勝　たざき／準優勝　

じうん／第３位　パントス

◇ゲートボール競技の部

《一般１部》優勝　楠風台／準優勝　

高辺台／第３位　伏見堂

《一般２部》優勝　中佐備／準優勝　

嬉／第３位　津々山

◇トランポリン競技の部

《Ａクラス》優勝　大﨑　未唯奈／準

優勝　大城　幸子／第３位　來司　澪

《Ｂクラス》優勝　舩木　優莉菜／準

優勝　山田　歩果／第３位　山川　

萌々花

《Ｃクラス》優勝　小野　夏実／準優

勝　大塚　柚／第３位　梅本　菜生

《Ｄクラス》優勝　徳角　望／準優勝

坂本　海唯／第３位　蔦　流起弥

◇少林寺拳法競技の部

《個人総合の部》最優秀拳士　杉本　

祥哉／優秀拳士　桐石　偉生／優良拳

士　満島　悠仁

《組演武　小学生緑帯以下の部》優勝

満島・大河原組／準優勝　武藤・浅岡

組／第３位　下村（翔）・下村（匠）組

《組演武　小学生茶帯以上の部》優勝

杉本・桐石組／準優勝　植村・園木組

／第３位　和田・山口組

《組演武　一般の部》優勝　有本・磯

田組／準優勝　島田・森川組

《乱捕　小学４年生の部》優勝　西條

洵亮／準優勝　満島　悠仁／第３位　

大河原　太陽

《乱捕　小学５年生の部》優勝　和田

有桜／準優勝　山口　岳玖／第３位　

阪本　駿大

《乱捕　小学６年生の部》優勝　杉本

祥哉／準優勝　桐石　偉生／第３位　

平田　知規

《乱捕　中学生の部》優勝　和田　昌也

《乱捕　一般段外の部》優勝　森川　

和紀

《乱捕　一般有段の部》優勝　関　嘉斗

／準優勝　吉田　龍生／第３位　岩田

翔琉

　

 

●平家物語（平家物語愛好会）

Ａ市内在住・在勤の人　Ｂ２人　Ｃ第

２・４木曜日、午後１時～３時　Ｄ中

央公民館　Ｅ３カ月１０００円　Ｆ・Ｇ柴

山　康生さん〔０９０(２３８９)５１７３〕

●チェリー社交ダンス

Ａ市内在住・在勤・在学の人　Ｂ５人

Ｃ毎週土曜日、午後７時～９時　Ｄ金

剛公民館　Ｅ月額２０００円　Ｆ・Ｇ梶　

俊信さん〔０９０(７１０１)９０２７〕（午後７時

～９時）

●英会話サークルＣ．Ｅ．Ｃ

Ａ市内在住で６０歳以上の人　Ｂ若干名

Ｃ毎週金曜日、午前１０時～正午　Ｄけ

あぱる　Ｅ入会金１０００円、月額３５００円

（別途教材費実費）　Ｆ・Ｇ中務さん

〔(２９)９８７５〕（午後５時～）

●おたっしゃ会（頭と体の元気作り）

Ａ市内在住で６０歳以上の人　Ｂ多数　

Ｃ第１・３・４金曜日、午前９時３０分

～正午　Ｄ総合福祉会館　Ｅ年額１０００

円　Ｆ・Ｇ新宅　ヤス子さん〔(２４)

８３８２〕

●嵯峨菊会（生け花）

Ａ市内在住で６０歳以上の人　Ｂ５人　

Ｃ第２・４月曜日、午後１時～３時　

Ｄ総合福祉会館　Ｅ１回１０００円（材料

費含む）　Ｆ・Ｇ中野さん〔(３４)３６７０〕

クラブ員募集

２６

《新刊案内》

■小説など

おおあたり　　　　　　　　畠中　恵

おはなし会

①中央図書館　９月１１日、２５日

②金剛図書館　９月３日、１７日、１０

月１日

③喜志分室　９月２５日

※①は午前１０時３０分～１１時、②③は午

後３時～３時３０分に開催。

じゅうたんコーナーでのよみきかせ

中央図書館　９月４日、１８日、１０

月２日、午前１０時３０分～１１時

金剛図書館　９月１０日、２４日、午

後３時～３時３０分

あかちゃんのおはなし会

中央図書館　９月１６日、①午前１０時

１０分～１０時４０分、②午前１１時～１１時３０分

金剛図書館　９月８日、③午前１０時

１０分～１０時４０分、④午前１１時～１１時３０

分、１５日、⑤午前１０時１０分～１０時４０

分、⑥午前１１時～１１時３０分

※金剛図書館では、午前１０時４０分～１１

時に、保健師による子どもの育ちにつ

いてのお話もあります。

※①③④は６カ月～１歳未満の乳児と

保護者、②⑤⑥は１歳児と保護者対象

（先着各１５組、ハンカチ持参）。

※いずれも当日、直接会場へ。

自動車文庫「つつじ号」巡回日程

Ａ対象者 Ｂ募集人数 Ｃ活動日時

Ｄ活動場所 Ｅ会費 Ｆ申し込み

Ｇ問い合わせ
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けあぱるホームページ〔http://carepal.

or.jp/〕からも申し込みできます（定員

①３人、②③各５人、申し込み先着順）。

総合福祉会館講習会・教室

①タブレット講習会

とき　９月３０日～１０月２１日の毎週金曜

日、午後２時～４時（全４回）　

内容　地図やカメラの使い方を学ぶ

定員　８人

受講料　無料

②健康料理教室《高血圧編》

とき　１０月４日、１１月1日、１２月

６日、午前１０時～午後２時（全３回）

定員　１０人

参加費　２１００円（食材費含む）

ところ　総合福祉会館

対象者　市内在住で６０歳以上の人、一

人親家庭の人、身体障がい者手帳を有

する人

申し込み　いずれも、９月７日～１４

日までに総合福祉会館へ（電話申し

込み不可、申し込み多数の場合抽選）

けあぱるパソコン講座

①エクセルで健康管理表を作ろう

とき　１０月１３日、２０日、２７日、

午前１０時～正午（全３回）

②パソコンで年賀状を作ろう

とき　１１月１７日、２４日、１２月１日

、午前１０時～正午（全３回）

③インターネットを上手に活用しよう

とき　１２月８日、１５日、２２日、

午前１０時～正午（全３回）

ところ　けあぱる　

定員　①５人、②③各８人

受講料　各５０００円（別途テキスト代実費）

持ち物　①ノートパソコン（エクセル

２０１０または２０１３が搭載されたもの）、②

③ノートパソコン

申し込み　いずれも、９月８日、午

前９時～、けあぱるへ（電話申し込み

不可、定員①２人、②③各３人、申し

込み先着順）

※９月１５日以降は電話でも受け付け。

※いずれも９月６日、午前７時～、

  

楽しい英会話教室（全５回） 
～ネイティブと英会話を楽しもう～

　日常から趣味に至る多彩な話題を通

じて、英語に親しみながら、人との交

流を図ります。

とき　９月２６日～１０月３１日の毎週月曜

日（１０月１０日は除く）、午後７時～９時

ところ　人権文化センター

対象者　市内在住・在勤・在学で１８歳

以上の人　

定員　１５人　参加費　無料

申し込み　９月１４日までに人権文化

センターへ（電話申し込み可、申し込

み多数の場合抽選）

きりえで作る年賀状

とき　１０月１２日、午前１０時～正午

ところ　東公民館

対象者　市内在住・在勤・在学の人

定員　１６人（申し込み先着順）

参加費　６００円（材料費含む）

持ち物　筆記用具

申し込み　９月１３日～、吉澤　恵

美さん〔(５５)４５７５〕、岡本　勢津子さ

ん〔(３５)５００８〕へ（いずれも午前１０時

～午後５時）

いろいろな形の鳥帽子をつく
ろう！

　紙や布、ダンボールなどを使って、

 孔 
く

 雀 や白鳥、フラミンゴなどの置き物
じゃく

としても使える帽子を作りませんか。

とき　１０月１５日、午後１時３０分～４時

ところ　中央公民館

対象者　４歳以上の子どもと保護者

（小学４年生以上は１人での参加も可）

定員　１２組　

参加費　子ども１人５００円

申し込み　９月２３日（必着）までに、

往復はがきに講座名、参加者の住所、

氏名（保護者と子ども）、電話番号、子

どもの年齢（学年）を記入し、５８４-

００９３本町１６の２８　中央公民館へ（申し

込み多数の場合抽選）　

※来館して申し込む場合は、返信用の

はがきを持参してください。

 カルチャー
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各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

サバーファームだより

　お花畑では、ピンクや赤のコスモス

が咲き、園内は秋の装いに衣替えです。

●ブドウ大福作り

とき　９月４日、１１日、１８日、１９

日、２２日、２５日、午前１０時３０分

～正午、午後０時３０分～２時、午後２

時２０分～３時３０分

定員　各２０人　参加費　７００円

●イチゴ植え付け体験

とき　９月２４日、２５日、午前１０時

３０分～正午

定員　各３０人　参加費　無料

●稲刈り体験

とき　１０月１日、２日、午前１０時

３０分～正午

定員　各３０人　参加費　無料

●サツマイモ大福作り

とき　１０月２日、午前１０時３０分～正

午、午後０時３０分～２時、午後２時２０

分～３時３０分

定員　各２０人　参加費　７００円

※いずれも当日、午前９時３０分～、受

け付け（申し込み先着順）。

●秋の大収穫祭

とき　１０月８日、９日、午前９時

３０分～

内容　サツマイ

モ、サトイモな

ど旬の野菜の収

穫体験や、子ど

もが楽しめるイ

ベントやゲームを開催

※いずれも入園料は別途必要です。

※レストランのみご利用の場合は、入

園料なしでご利用いただけます。

問い合わせ　サバーファーム

きらめきファクトリーイベント

①レタープレスワークショップ

　名刺サイズの紙に自分で作った版で

プリントをするワークショップを開催

します。

　名刺やショップカードのようにデザ

インして、工程や作業を楽しみません

か。 

とき　９月１７日、午後１時～３時、

午後４時～６時

定員　各２組（１組２人まで）

②レーザーカッター de コースター

　レーザーカッターを使ってフェルト

でコースターを作るワークショップを

開催します。

　色や形の組み合わせを楽しみません

か。

とき　９月１８日、午後１時～６時

定員　１０人

③映画上映会「映画と日常」Vol.4

　どこか本市と重なるようなストー

リーやテーマをもった映画を上映しま

す。

とき　９月２４日、午後２時～４時（午

後１時３０分開場）

定員　２５人程度

上映作品　「お早よう」（小津　安二郎

監督）　※ＤＶＤでの上映となります。

④きらめきボドゲの日

　あまり目にする機会のない、海外の

ボードゲームで遊びませんか。

とき　９月２９日、午後３時～８時

ところ　きらめきファクトリー２階

参加費　無料

申し込み　①②は９月６日、午前１０

時～、きらめきファクトリーへ（申し

込み先着順、電話申し込み可）、③④は

当日、直接会場へ

シニアのお祭り

　高齢者大学くすのき塾受講生による

歌、踊り、体操、手芸、文芸など学習

した成果の披露や、会員によるオリジ

ナル劇を上演します。

とき　９月１０日、午前９時４５分～午

後３時　ところ　すばるホール２階小

ホール　※入場無料、当日直接会場へ。

問い合わせ　加藤　一敏さん〔０９０

(３０３９)３０６４〕

  

音声訳ボランティア養成講習
会（初級編）

　音声訳技術を習得し、視覚障がい者

への録音図書作成するためのボラン

ティアを養成します。

とき　１０月４日、１８日、１１月１５日、１２

月２０日、２９年１月１７日、２月２１日のい

ずれも火曜日、午前１０時～正午（全６回）

ところ　金剛図書館

定員　２０人（申し込み先着順）

受講料　無料　講師　前田　綾子さん

（朗読グループＲＳＴ）

申し込み　９月６日、午前１０時～、

金剛図書館へ（電話申し込み可）

タイ語入門講座（全10回）

とき　９月１４日～１２月７日の水曜日、

午前１０時～１１時３０分

ところ　ＮＰＯ法人とんだばやし国際

交流協会

定員　１０人（申し込み先着順）

受講料　３０００円（別途テキスト代実費）

申し込み　９月６日～、同協会〔・

(２４)２６２２〕へ

 カルチャー

※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。

２８

広告枠

子
育
て

く
ら
し

ゆ
と
り

保
健
医
療

相
談



  

大阪 産 めぐりスタンプラリー
もん

　南河内の農林産物などに親しんでも

らうため、スタンプラリーを開催しま

す。大阪産の農林産物などを扱う参加

店（直売所や飲食店など）を巡り、応

募用紙に３カ所のスタンプを集めて応

募していただいた人の中から抽選で、

南河内の農産物などをプレゼントしま

す。さらに、４カ所集めた人にはＷ

チャンスとして特賞、大阪産賞への応

募ができます。応募用紙は、参加店（約

４０カ所）や市役所農業振興課などに備

え付けています。

とき　９月１２日～１１月３０日

参加費　無料

※詳しくは、府南河内農と緑の総合事

務所ホームページ〔http://www.pref.

osaka.lg.jp/minamikawachinm/m_index

/index.html〕をご覧ください。

問い合わせ　同事務所〔(２５)１１３１〕

第66回市民文化祭

①コーラスフェスティバル

とき　９月１１日、午後１時開演

②市民川柳大会

とき　９月１７日、午後１時開演（出

句締切）　

③謡曲大会

とき　１０月２日、午前１０時開演

④筝・三絃・尺八演奏会

とき　１０月２日、午後１時開演

ところ　①④＝すばるホール２階ホー

ル、②③＝すばるホール２階小ホール

※いずれも入場無料、当日直接会場へ。

問い合わせ　すばるホール

  イベント たび旅とんだばやし　　　　
～天体の世界を感じるプラネ
タリウムと中秋の名月～

とき・ところ　９月１４日、１５日、

いずれも午後１時に、近鉄長野線「富

田林駅」北口改札前集合

内容　プラネタリウム鑑賞、お月見飾

り作り、嶽山温泉からのお月見

定員　各２０人（申し込み多数の場合抽選）

参加費　４８６０円（体験料、食事代を含

む）

申し込み　９月１１日までに、きらめき

ファクトリーへ（電話申し込み可）

※参加には、たび旅とんだばやしへの

メンバー登録が必要です。

農空間ウォーキング

とき・ところ　１０月２３日、午前１０時

に、サバーファーム第二駐車場（甘南

備２３００）集合　※小雨決行。大雨の場

合は３０日に順延。

内容　農地開発された広大な地区内

を、ごみ拾いをしながらウォーキング

（約１．５㌔）し、途中コスモス摘みやラ

イスセンターの見学をした後、サバー

ファームでイモ掘りを体験

定員　１５０人　参加費　無料

※動きやすい服装・靴で参加してくだ

さい。

申し込み　１０月１１日（必着）までに、

はがきに参加者全員の住所、氏名（ふ

りがな）、年齢、性別、電話番号、集合

場所までの交通手段を記入し、５８４-

００５２佐備１１０３の１　東条地区土地改良

区内東条農空間保全協議会へ（電話申

し込み不可、申し込み多数の場合抽選）

問い合わせ　同協議会事務局〔(３３)

１１７１〕

第１回みなみかわち歴史ウォーク
～世界遺産をめざす古市古墳
群から真田幸村ゆかりの地を
巡る～

　華やいで大阪・南河内観光キャン

ペーン協議会では、「今なお残る歴史」

をテーマに古墳や社寺、文化遺産など

を訪れるウォーキングを開催します。

とき・ところ　１０月２日、午前９時

３０分～１０時に駒ヶ谷駅西側公園集合

（近鉄南大阪線「駒ヶ谷駅」から徒歩

５分）　※荒天中止。

内容　駒ヶ谷駅西側公園をスタート

し、白鳥陵古墳、誉田林古戦場の碑、

道明寺、道明寺天満宮などを巡り、近

鉄南大阪線「土師ノ里駅」をゴールと

する約１２㌔のコース　

※途中の道明寺天満宮では、ＮＨＫ大

河ドラマ『真田丸』にちなみ道明寺 甲 
かっ

 冑 隊と記念撮影ができます。
ちゅう

参加費　無料（拝観料など実費）　

特典　抽選で参加賞をプレゼント、完

歩賞（シリーズ全３回を完歩した人全

員に賞品をプレゼント）

問い合わせ　同協議会事務局（羽曳野

市観光課内）〔０７２(９５８)１１１１〕

プラネ de えほん

　プラネタリウムのスクリーンに絵本

を映し出します。内容はおおむね１～

３歳の幼児と保護者を対象にしたもの

ですが、特に年齢制限はありません。

とき　９月８日、１０月１３日、午前

１０時３０分～１１時

ところ　すばるホール３階プラネタリ

ウム室　定員　各１００人（当日、直接会

場へ）　参加費　無料

問い合わせ　すばるホール

※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。
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各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

※各施設へ電話をされる際には、おかけ間違いのないようにご注意ください。

少年少女親子サッカー教室

とき　９月２５日、午前１０時～正午（午

前９時３０分集合）　※小雨決行。　

ところ　総合スポーツ公園

対象者　４～１１歳の子どもと保護者

定員　５０組１００人（申し込み先着順）

参加費　無料

持ち物　動きやすい服装、タオル、飲

み物、サッカーボール（貸し出しあり）

申し込み　９月６日～、住所、氏名、

（保護者と子ども）、電話番号、子ども

の年齢（学年）、性別を明記し、ファク

スまたはＥメールで、ＮＰＯ法人富田

林スポーツ振興センター〔(２１)４７００・

Ｅメールtffc198704@gmail.com〕へ

（電話申し込み不可）

※詳しくはホームページ〔http://fushiya

ma.wordpress.com〕をご覧ください。

９月・１０月の                        
東公民館ホール一般開放

利用内容と貸出遊具　バドミントン、

インディアカ、卓球など

とき　９月４日～１０月２３日の毎週日曜

日、午前９時～午後５時

使用料　無料　持ち物　上靴

問い合わせ　東公民館

ウォーキング講習会

とき　９月２８日、午前１０時～１１時５０

分（午前９時３０分～受け付け）　

ところ　市民総合体育館

内容　正しい歩き方やさまざまな歩き

方を習得

定員　３０人（申し込み先着順）

参加費　５００円（当日徴収）

申し込み　９月７日～２１日までに

市民総合体育館へ（電話申し込み可）

グラウンドゴルフ大会

とき　９月２７日、午前９時４５分～午

後０時３０分（午前８時４５分～受け付け、

雨天時は３０日に順延）　

ところ　石川河川敷川西グラウンドゴ

ルフ場

内容　２４ホールストロークプレー

定員　１００人（申し込み先着順）

参加費　５００円（当日徴収）

申し込み　９月７日～２１日までに

市民総合体育館〔(２５)１４４０〕へ（電

話・ファクス申し込み可）

市民総合体育館                     
無料体験会の参加者を募集

《チャイルドジム》

とき　１０月６日～２８日の毎週木・金曜

日、①午後４時４０分～５時３０分、②午

後５時４０分～６時３０分

内容　跳び箱、鉄棒、マット運動など

対象者　①平成２２年４月２日生まれの

幼児～小学２年生、②小学２～４年生

定員　いずれも各５人

《親子トランポリン》

とき　９月１３日、午後３時～４時３０分

対象者　平成２２年４月２日～２４年４月

１日生まれの幼児と保護者

定員　１０組

ところ　市民総合体育館

参加費　無料

持ち物　動きやすい服装、上靴、タオ

ル、飲み物　※親子トランポリンは靴

下も必要。

申し込み　いずれも、９月６日、午

前１０時～、市民総合体育館へ（電話申

し込み可、申し込み先着順）

親子トランポリンスクール

とき　１０月４日、１１日、２５日、１１月１

日、８日、２２日、１２月６日、１３日、２０

日のいずれも火曜日、午後３時～４時

３０分

ところ　市民総合体育館

対象者　平成２２年４月２日～２４年４月

１日生まれの幼児と保護者

定員　８組（申し込み先着順）

※ただし９月１３日に開催される左記

《親子トランポリン》無料体験会の参

加者を優先します。

参加費　月額３０００円

持ち物　動きやすい服装、上靴、靴下、

タオル、飲み物

申し込み　９月２０日、午前１０時～、

参加費を持参し市民総合体育館へ（電

話申し込み不可）

※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。
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⑫フラダンス　１０月１３日～１２月２２日の

毎週木曜日（１１月３日は除く）、午前９

時４５分～１０時４５分

⑬ピラティス　１０月１３日～１２月２２日の

毎週木曜日（１１月３日は除く）、午前１１

時～正午

⑭ヨガ　１０月１３日～１２月２２日の毎週木

曜日（１１月３日は除く）、午後１時～２時

⑮ライトヨガ　１０月１３日～１２月２２日の

毎週木曜日（１１月３日は除く）、午後２

時３０分～３時３０分

ところ　ウエルネスけあぱる

対象者　高校生以上の人

定員　各１５人（ただし、③⑦⑩は各２０

人、⑪は１０人）

参加費　各５０００円　

※施設利用料は別途必要です。  

申し込み　９月７日、午前９時～、

ウエルネスけあぱるへ　

※いずれも申し込み先着順。

〔金剛連絡所　 (29) 1401〕

  

健康づくり教室（10回）

《水泳の部》

①はじめてのスイミング　１０月１１日～

１２月１３日の毎週火曜日、午後１時～２時

②スイムトレーニング　１０月１１日～１２

月１３日の毎週火曜日、午後２時３０分～

３時３０分

③アクアビクス　１０月１２日～１２月２１日

の毎週水曜日（１１月２３日は除く）、午前

１１時～正午

④４泳法チャレンジ　１０月１２日～１２月

２１日の毎週水曜日（１１月２３日は除く）、

午後１時３０分～２時３０分

⑤クロールからのステップアップ　１０

月１２日～１２月２１日の毎週水曜日（１１月

２３日は除く）、午後３時～４時

⑥クロール入門　１０月１３日～１２月２２日

の毎週木曜日（１１月３日は除く）、午後

１時～２時

⑦水中ウォーキング　１０月１３日～１２月

２２日の毎週木曜日（１１月３日は除く）、

午後２時３０分～３時３０分

⑧平泳ぎプラス　１０月１４日～１２月１６日

の毎週金曜日、午後１時～２時

⑨リラックススイミング　１０月１４日～

１２月１６日の毎週金曜日、午後２時３０分

～３時３０分

⑩アクアトレーニング　１０月１５日～１２

月１７日の毎週土曜日、午後２時～３時

《陸上の部》

⑪バランスボール　１０月１１日～１２月１３日

の毎週火曜日、午後２時３０分～３時３０分

  スポーツ

３１

電話番号＆今月の休館日

※休館日は翌月の５日まで掲載。

●市民総合体育館　　  (24) 2265
休みません　※９/１１、午前９時～正
午までスポ－ツ・レクリエーション祭
のため受け付け業務は実施しません。
またトレーニング場・卓球場も利用で
きません。
●青少年スポーツホール  (29) 3778
休みません
●総合スポーツ公園　  (35) 2121
休みません
●図書館　
中央 (25) 4921・金剛 (28) 1171
９/５、１２、１９、２０、２６、１０/３
※９/２２（秋分の日）は開館します。
●公民館　
中央 (24) 3333・金剛 (28) 1121
東 (25) 1772・ 喜志分館 (25) 7966
９/５、１２、１９、２０、２２、２６、１０/３
●人権文化センター　  (24) 0583
９/４、１１、１８、１９、２２、２５、１０/２
●児童館　　　　　　  (25) 0666
９/４、１１、１８、１９、２２、２５、１０/２
●青少年センター　　  (24) 1451
９/５、１２、１９、２２、２６、１０/３
●すばるホール　　　  (25) 0222
９/５、１２、２６、１０/３　
●レインボーホール(市民会館)  (25) 1117

９/７、１４、２１、２２、２８、１０/５
●市民公益活動支援センター  (26) 7887
９/３、４、１０、１１、１７～１９、２２、２４、
２５、１０/１、２
●総合福祉会館　　　  (25) 8261
９/２０、２２　※９/１９（敬老の日）は開館
します。また、毎週木曜日は浴場の利用
はできません。
●かがりの郷　　　　  (20) 6070
９/１９、２２　※毎週月曜日は浴場の利用は
できません。
●けあぱる　　　　　  (28) 8600
　ウエルネスけあぱる  (28) 8668
９/５、１２、１９、２６、１０/３
●農業公園サバーファーム  (35) 3500
９/５、１２、２０、２６、１０/３
●旧杉山家住宅・寺内町センター  (23) 6117
　じないまち交流館　  (26) 0110
　旧田中家住宅　　　  (25) 6771
９/５、１２、２０、２６、１０/３
●きらめきファクトリー  (24) 5500
休みません
●消防本部・消防署 　 (23) 0119
　金剛分署　　　　　  (29) 0119
　消防災害情報案内0180 (99) 7299
●防災情報音声案内サービス（防災無
線音声確認）   0800 (805) 5653
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９月１日から、レインボーバスの運行ダイヤを改正します９月１日から、レインボーバスの運行ダイヤを改正します。。

※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４〕・０９２(７１６)１４６７〕へ。

※バスは『金剛連絡所前』で折り返し富田林駅方面へ向かいます※バスは『金剛連絡所前』で折り返し富田林駅方面へ向かいます。。

問問いい合合わわせせ　

道路交通課（内線４１６）、道路交通課（内線４１６）、近近

鉄鉄バス㈱八尾営業所〔０７バス㈱八尾営業所〔０７２２

(９４９)４６８(９４９)４６８１１〕〕

明治池公園前と金剛公民館・図書館前の間に「⑩津々山台公園南」停留所を増設します明治池公園前と金剛公民館・図書館前の間に「⑩津々山台公園南」停留所を増設します。。

また、「①富田林駅前」停留所の乗り場が、２番から３番乗り場に変更になりますまた、「①富田林駅前」停留所の乗り場が、２番から３番乗り場に変更になります。。
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